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は
じ
め
に

　
近
年
、
近
世
の
旅
や
観
光
に
関
す
る
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
と

く
に
道
中
日
記
の
分
析
か
ら
、
伊
勢
参
り
や
西
国
巡
礼
の
経
路
、
旅

の
経
費
、
宿
泊
形
態
、
名
所
や
社
寺
参
詣
の
状
況
な
ど
、
近
世
に
お

け
る
旅
の
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
伊
勢
参
り
や
西
国
巡
礼

の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
山
本
光
正
氏
・
桜
井
邦
夫
氏
・
小
松
芳
郎

氏
・
小
野
寺
淳
氏
・
田
中
智
彦
氏
等
の
研
究
に
よ
り
、
数
種
の
パ
タ
ー

ン
が
確
認
さ
れ
、
類
型
化
さ
れ
て
い
る（

1
）。

ま
た
、
伊
勢
参
り
や
社
寺

参
詣
の
実
態
に
関
し
て
も
、
桜
井
邦
夫
氏
や
高
橋
陽
一
氏
、
鎌
田
道

隆
氏
等
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
て
き
て
お
り（

2
）、

江
戸
や
京
都
な
ど

経
路
の
途
時
に
あ
た
る
都
市
で
の
旅
人
の
動
向
に
つ
い
て
も
道
中
日

記
か
ら
の
解
明
が
進
ん
で
い
る（

3
）。

こ
う
し
た
道
中
日
記
を
用
い
た
旅

の
実
態
解
明
は
、
交
通
史
や
歴
史
地
理
学
研
究
の
み
な
ら
ず
、
地
方

史
や
観
光
学
の
分
野
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
市
町
村
単
位
で
の
道
中
日

記
の
翻
刻
や
研
究
報
告
が
相
次
い
で
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
大
和
に
お
け
る
旅
の
実
態
に
迫
っ
た
研
究
は
少

な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
奈
良
は
、
元
禄･

宝
永
期
の
東
大
寺

大
仏
復
興
を
契
機
に
、
観
光
都
市
へ
と
大
き
く
発
展
を
遂
げ
る
。
し

か
も
、
大
和
は
伊
勢
に
隣
接
し
て
お
り
、
多
数
の
古
社
寺
が
存
在
す

る
た
め
、
大
和
を
訪
れ
る
参
宮
者
は
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
参

宮
経
路
に
関
す
る
研
究
に
よ
り
、
伊
勢
参
り
の
多
く
は
、
奈
良
見
物

や
大
和
め
ぐ
り
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
近
世
の
大
和
観
光
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
大
久
保
信
治
氏
や
山
田

浩
之
氏
、
古
川
聡
子
氏
の
論
考
が
知
ら
れ
て
い
る（

4
）。

大
久
保
信
治
氏

は
旅
籠
屋
町
間
の
客
引
き
行
為
に
か
か
わ
る
紛
議
を
街
道
を
め
ぐ
る

　

近
世
大
和
観
光
に
お
け
る
案
内
人
の
史
的
研
究
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地
域
的
な
側
面
か
ら
論
じ
、
ま
た
、
山
田
氏
は
案
内
記
と
案
内
人
の

発
生
や
役
割
に
つ
い
て
細
部
に
わ
た
っ
て
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
、

古
川
聡
子
氏
は
、
観
光
都
市
と
し
て
の
奈
良
町
を
政
策
的
・
経
済
史

的
な
側
面
か
ら
論
及
し
て
い
る
。
三
氏
と
も
、旅
人
を
受
け
入
れ
る
、

ま
た
は
誘
引
す
る
立
場
で
あ
る
観
光
業
者
の
実
態
を
具
体
的
に
論
じ

て
お
り
、
近
世
大
和
に
お
け
る
観
光
の
問
題
点
を
提
起
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
先
学
の
研
究
に
依
拠
し
な
が
ら
、
奈
良
見
物
・

大
和
め
ぐ
り
に
お
け
る
旅
の
経
路
に
着
目
し
、
と
く
に
、
旅
人
を
誘

引
し
、
そ
の
経
路
に
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
案
内
人
の
動
向
を

探
っ
て
み
た
い
。伊
勢
参
り
や
西
国
巡
礼
ル
ー
ト
の
研
究
に
お
い
て
、

案
内
記
や
案
内
業
者
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
お
り（

5
）、

奈
良
見
物
や
大

和
め
ぐ
り
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
も
の

と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
道
中
日
記
か
ら
、
大
和
に
お
け
る
案

内
人
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
た
い
。
そ

の
上
で
、
近
世
の
大
和
観
光
に
お
け
る
案
内
人
の
役
割
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

　
近
世
の
観
光
に
お
け
る
案
内
人
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
、「
案
内
」

と
い
う
語
句
の
持
つ
近
世
的
な
意
味
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

『
日
葡
辞
書
』
に
よ
れ
ば
、
案
内
は
「
前
も
っ
て
し
ら
せ
る
こ
と
、

あ
る
い
は
、最
初
に
こ
と
づ
け
す
る
こ
と
」
と
あ
り
、案
内
者
は
「
案

内
人
、
あ
る
い
は
、
あ
る
場
所
の
入
口
や
出
口
を
知
っ
て
い
る
人
、

ま
た
、
儀
式
の
進
め
方
な
ど
に
関
す
る
事
を
よ
く
心
得
て
い
る
人
」

と
あ
る（

6
）。

江
戸
時
代
以
前
に
お
い
て
、
案
内
は
通
知
す
る
こ
と
を
意

味
し
、
案
内
者
は
事
情
に
通
じ
先
導
的
な
役
割
を
す
る
人
と
い
っ
た

意
味
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
。
そ
れ
が
江
戸
時
代
に
入

る
と
、
手
引
き
・
道
案
内
と
い
っ
た
意
味
合
い
が
強
く
な
る
。
庶
民

の
旅
が
増
加
す
る
に
伴
い
、
各
地
の
寺
社
で
は
参
詣
者
の
手
引
き
と

し
て
、
案
内
記
が
出
版
・
販
売
さ
れ
、
三
都
や
奈
良
な
ど
で
も
多
く

の
案
内
記
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
案
内
記
は
、
近
世
前
期
に
は
名
所

の
故
事
や
由
来
な
ど
物
語
的
要
素
を
含
ん
だ
名
所
記
が
主
流
で
あ
っ

た
が
、
旅
人
層
の
拡
大
に
よ
り
、
寺
社
や
名
所
・
旧
跡
地
の
説
明
に

加
え
て
現
地
ま
で
の
行
程
や
駄
賃
・
旅
宿
な
ど
を
も
記
し
た
道
中
案

内
記
へ
と
移
行
し
て
い
く
。
道
中
案
内
記
に
は
、
観
光
ガ
イ
ド
と
し

て
の
機
能
が
含
ま
れ
、
近
世
中
期
以
降
は
「
案
内
」
の
語
句
に
も
旅

行
者
に
供
す
る
手
引
き
と
い
っ
た
意
味
合
い
が
成
立
し
て
い
る
。
道

中
案
内
記
と
し
て
は
、
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）
の
『
京
童
』
や
万

治
元
年
（
一
六
五
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
東
海
道
名
所
記
』
が
早
い

例
で
あ
ろ
う
。
大
和
に
お
い
て
も
、
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
の

『
吉
野
山
独
案
内
』
を
は
じ
め
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）『
南
都
名

所
道
筋
記
』、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）『
大
和
廻
り
道
の
枝
折
』
な
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ど
多
種
の
案
内
記
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
案
内
記
は
、案
内
人
同
様
、

旅
の
大
衆
化
に
よ
り
需
要
を
増
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
案
内
記
・

案
内
人
各
々
の
役
割
を
相
互
に
検
証
す
る
こ
と
で
、
近
世
の
観
光
の

実
態
を
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
大
和
に
お
い

て
も
、
案
内
記
類
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
比
較
的
多
く
の
研
究
が

な
さ
れ
て
い
る
の
で（

7
）、

本
稿
で
は
案
内
人
に
つ
い
て
検
証
す
る
。

一
　
案
内
人
の
発
生
と
組
織

　
今
回
対
象
と
し
た
道
中
日
記
は
、
大
和
に
つ
い
て
の
記
載
が
認
め

ら
れ
る
八
十
五
点
（【
表
1
】
参
照
）
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
伊
勢
参
宮
日
記
あ
る
い
は
西
国
巡
礼
日
記
で
あ
る
。

　
近
世
後
期
に
、
旅
は
庶
民
の
娯
楽
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
っ
た
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
の
旅
や
観
光
に
関
す
る
研
究
の
中
で
明
ら
か
で
あ

る
。
伊
勢
参
り
や
西
国
巡
礼
も
、
信
仰
色
の
強
い
旅
か
ら
、
娯
楽
的

要
素
の
多
い
旅
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
残
存
す
る
こ
れ

ら
の
道
中
日
記
か
ら
も
み
て
と
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
表
向
き
は
伊

勢
参
り
や
西
国
巡
礼
で
は
あ
る
が
、
実
際
に
は
そ
の
他
の
神
社
仏
閣

参
拝
や
名
所
め
ぐ
り
な
ど
、
物
見
遊
山
が
旅
の
大
部
分
を
占
め
る
。

社
寺
参
詣
や
名
所
め
ぐ
り
が
盛
ん
と
な
っ
た
背
景
の
ひ
と
つ
に
は
、

名
所
記
や
名
所
絵
図
・
道
中
案
内
記
な
ど
の
出
版
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
出
版
物
は
、
人
々
の
憧
憬
を
掻
き
立
て
、
現
地
へ
と
い
ざ

な
う
効
果
は
充
分
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
一
方
で
、
現
地
を

訪
れ
た
人
々
に
対
し
て
、
寺
社
の
由
来
や
建
造
物
、
名
所
な
ど
に
つ

い
て
解
説
を
す
る
観
光
ガ
イ
ド
「
案
内
人
」
の
活
躍
も
、
近
世
的
な

旅
に
お
い
て
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
道
中
日
記
に
は
「
案

内
を
取
」「
案
内
賃
」
な
ど
の
記
述
が
散
見
で
き
、大
和
に
お
い
て
も
、

奈
良
を
中
心
に
、
多
数
の
案
内
人
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
。

　
道
中
日
記
か
ら
、
奈
良
に
お
い
て
案
内
人
の
存
在
が
確
認
で
き
る

の
は
、
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
の
『
西
国
順
礼
日
記
』﹇
2
（【
表

1
】
の
№
を
示
す
。
以
降
同
じ
）﹈
が
最
も
早
い
。
し
か
し
、
宮
本

勉
氏
や
山
田
浩
之
氏
は
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
の
『
佐
藤
善
兵

衛
道
中
記
』﹇
1
﹈
か
ら
そ
の
存
在
が
う
か
が
わ
れ
る
と
、
指
摘
し

て
い
る（

8
）。

ま
た
、
山
田
浩
之
氏
は
『
東
大
寺
辞
典
』
の
大
仏
開
眼
供

養
の
記
事（

9
）に

注
目
し
、「
元
禄
・
宝
永
頃
に
出
現
し
た
と
考
え
ら
れ

る
」
と
し
て
い
る（

10
）。

江
戸
時
代
の
大
仏
開
眼
供
養
は
、元
禄
五
年
（
一

六
九
二
）
三
月
八
日
か
ら
四
月
八
日
の
約
一
ヶ
月
間
行
わ
れ
、
二
十

万
人
以
上
が
訪
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
様
子
を
、
奈
良

奉
行
所
与
力
玉
井
定
時
が
記
録
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
「
他
国
ノ
者
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案内について記載のないものは、案内人欄に×を示した。案内賃の記載のないものは空欄とした。
同行者の人数は、奈良見物を行った時点での人数を示した。
※：奈良で大坂までの案内を雇っているため、奈良見物分も含まれる可能性が考えられる。

【表 1】道中日記の奈良における案内人の有無と見物場所

年代
案
内
人

№

元禄6年
（1693）

宝永3年
（1706）

寛延2年
（1749）

宝暦10年
（1760）

明和4年
（1767）

天明6年
（1786）

寛政3年
（1791）

寛政6年
（1794）

寛政９年
（1797）

文化3年
（1806）

文化4年
（1807）

文化4年
（1807）
文化4年
（1807）
文化7年
（1810）
文化10年
（1813）

文化11年
（1814）

文化11年
（1814）
文化11年
（1814）
文化14年
（1817）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

×

○

○

○

×

○

○

×

○

×

○

×

×

×

○

×

×

×

○

案内賃 同行
見　物　場　所

出典史料名

佐藤善兵衛道中記（『地方史静岡』16）
興福寺･南円堂･猿沢池･采女宮･楊貴妃桜･左府の森･三笠山･大御堂･春日社･若宮･
東大寺･八幡宮･二月堂･三月堂･四月堂･若狭井･鐘楼･大仏殿

28 人 西国道中記（『海上町史研究』25）
南円堂･興福寺･春日社･三笠山･手向山･二月堂･三昧堂･法華堂･念仏堂･鐘楼･俊乗
堂･大仏殿･勧進所･猿沢池

20 文 1 人 （仮題）伊勢参宮記（『西垣晴次先生退官記念宗教史・地方史論纂』）
大仏殿･二月堂･春日社･八幡宮･興福寺･猿沢池等

64 文 8 人 伊勢参宮道中記全（『二戸史料叢書』6）
猿沢池･浅香山･楊貴妃桜･左府の森･三笠山･大御堂･春日社･尾花谷･飛火野･若草
山･手向山･法華堂･二月堂･若狭井･三昧堂･念仏堂･鐘楼･俊乗堂･大仏殿･勧進所･
戒壇堂･南大門･轟橋･雲井坂･興福寺･元興寺

4 人 上方道中記（『磐梯町史資料編Ⅲ』）
元興寺･三笠山･春日社･鐘楼･若草山･南円堂･興福寺･大仏殿

42 文 5 人 伊勢参宮道中記（『いわき地域学會図書』15）
猿沢池･采女宮･衣掛柳･浅香山･楊貴妃桜･左府の森･十三鐘･春日社･三笠山･三月
堂･二月堂･若狭井･鐘楼･大仏殿･南円堂

い勢参宮道中記（『梁川町史資料集』27）
「此所ニて案内ヲとり、なら中ヲ見物仕候」

10 人 伊勢参宮所々各所並道法道中記（『東北学院大学東北文化研究所紀要24』）
佐保山･眉間寺･般若寺･勧進所･龍松院･空海寺･東大寺･鐘楼･二月堂･三月堂･春日
社･元興寺･大御堂･采女宮･猿沢池･衣掛柳･楊貴妃桜･東南院･八幡宮･東金堂･みど
り池
何人成共 88 文 6 人ｶ 上方一見手引帳（『天理参考館報』15）

猿沢池･采女宮･衣掛柳･楊貴妃桜･扇の芝･春日社･三笠山･丑塚･金長石･二月堂･三
月堂･四月堂･十三鐘･大仏殿･景清門･聖武天皇陵･興福寺

道中参所附（『伊勢道中記史料』世田谷区教育委員会）
大仏殿･景清門･宝蔵･中門･南大門･鐘楼･四月堂･若狭井･良弁杉･二月堂･三月堂･
八幡宮･若宮八幡･三笠山･春日社･若宮･元興寺･南円堂･猿沢池･衣掛柳･楊貴妃桜･
采女宮

205 文 5 人ｶ 伊勢道中日記（『土浦市史資料』1）
聖武天皇陵･晒し場･般若寺･知足院･二月堂･三月堂･四月堂･若狭井･良弁杉･念仏
堂･鐘楼･大仏殿･手向山･春日社･新薬師寺･大御堂･文殊四郎鍛冶屋･猿沢池･采女
宮･衣掛柳･興福寺･南円堂･元興寺･北山十八間戸

名所古跡参詣覚帳（『伊勢道中記史料』世田谷区教育委員会）
大仏殿･春日社、「其外色々不残拝申候」

意雑記（『伊勢道中記史料』世田谷区教育委員会）
「南都名所古跡さくり」、春日社･三笠山

道中記覚（『道中記覚』水分公民館）
春日社･猿沢池･相生の松･大仏殿･鐘楼･興福寺･南円堂･若狭井

海陸道順達記（『海陸道順達日記』法政大学出版局）
春日社･二月堂･三月堂･三笠山･八重桜･大仏殿

不明 道中記（『二戸史料叢書』6）
南円堂･春日社･若宮･三笠山･手向山･猿沢池･采女宮･楊貴妃桜･興福寺･大仏殿･二
月堂･四月堂･鐘楼･衣掛柳･般若寺

道中之日記（『入間市史』近世資料編）

12 人 万宿覚帳（『多摩市史』資料編2）

140 文 3 人 道中日記（『きよのさんと歩く江戸六百里』バジリコ）
猿沢池･俊乗堂･三月堂
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年代
案
内
人

№

文化14年
（1817）

文政5年
（1822）

文政6年
（1823）

文政９年
（1826）

文政９年
（1826）

文政10年
（1827）

文政11年
（1828）

文政11年
（1828）

文政13年
（1830）

文政13年
（1830）

天保3年
（1832）

天保4年
（1833）

天保6年
（1835）

天保6年
（1835）

天保７年
（1836）

天保9年
（1838）

天保11年
（1840）

天保11年
（1840）

天保12年
（1841）

天保12年
（1841）

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

×

×

○

○

×

○

○

×

○

×

○

※

※

○

○

○

○

○

○

×

案内賃

何人ニ而代 100 文

同行

88 文 7 人

見　物　場　所
出典史料名

伊勢参宮日記（『伊勢参宮日記勝浦村松賀屋永嶋本』）
春日社･元興寺･南円堂･三笠山･東大寺･大仏殿･三條小鍛冶･晒屋

6 人

伊勢参宮并大社拝礼記行（『金井忠兵衛旅日記』）
南円堂･興福寺･猿沢池･采女宮･衣掛柳･春日社･若宮･大仏殿･鐘楼･二月堂･三笠山
･良弁杉･若狭井･浅香山･三月堂･飛火野･野守池･大御堂･三昧堂

12 人

伊勢参宮旅日記（『石巻の歴史』9）
景清門･大仏殿･若狭井･鐘楼･二月堂･三月堂･若宮八幡･良弁杉･春日社･采女宮･興
福寺･猿沢池･興福寺･南円堂

山海日記（『府中市郷土資料集』4）
猿沢池･衣掛柳･采女宮･元興寺･春日社･三笠山･手向山･三月堂･二月堂･若狭井･三
昧堂･鐘楼･大仏殿･南大門･轟橋･雲井坂･興福寺

１人

万字覚帳（『多賀城市史』5）
二月堂･三月堂･四月堂･鐘楼･大仏殿･鐘楼･南円堂･興福寺･春日社

伊勢参宮道中記（『梁川町史資料集』27）
景清門･宝蔵･大仏殿･轟橋･興福寺･南円堂･般若寺･元興寺･眉間寺･猿沢池･采女宮
･衣掛柳･楊貴妃桜･左府の森･大御堂･春日社･若宮･八幡宮･三月堂･二月堂･若狭井
･大仏殿

88 文 3 人 伊勢参宮紀行（『藤沢市史料集』28）
猿沢池･興福寺･大御堂･春日社･若宮･手向山･八幡若宮･三月堂･二月堂･四月堂･鐘
楼･大仏殿･轟橋･雲井坂･興福寺･南円堂

18 人 伊勢太々講夫ヨリ所々神社仏客道中日記帳（『藤沢市史料集』28）
春日社･大仏殿･二月堂･其外緩々参詣
壱人前に5文つゝ出し 9 人 伊勢参宮道中日記（『会津高郷村史』Ⅰ）
南円堂･春日社･猿沢池･衣掛柳･大御堂･三笠山･正月堂（?）･二月堂･三月堂･花の松･
鐘楼･大仏殿

道中日記控（『武州多摩郡郷地村道中記』昭島歴史をよむ会）
元興寺･猿沢池･衣掛柳･八重桜･大御堂･春日社･二月堂･大仏殿･東大寺･興福寺･鐘
楼･南円堂

伊勢参宮記（『梁川町史資料集』27）
景清門･大仏殿･二月堂･三月堂･八幡宮･春日社･若宮･采女宮･猿沢池･飛鳥山･南円
堂･興福寺

参宮日記帳（『伊勢道中記史料』世田谷区教育委員会）
猿沢池･春日社･若宮･三笠山･若宮八幡･宝蔵･三月堂･二月堂･四月堂･子安地蔵･鐘
楼･大仏殿･南円堂

伊勢参宮日記（『伊勢道中記史料』世田谷区教育委員会）
猿沢池･采女宮･春日社･若宮･八幡宮･三月堂･二月堂･鐘楼･大仏殿･興福寺･氷室社
･南円堂

164 文 12 人 道中記覚（『多賀城市史』5）
景清門･大仏殿･鐘楼･四月堂･二月堂･良弁杉･若狭井･三月堂･手向山･三笠山･春日
社･若宮･大御堂

88 文定メ 3 人ｶ 順礼道中日記（『天理参考館報』11）
猿沢池･春日社･三笠山･二月堂･大仏殿･南円堂･興福寺･元興寺

150 銅 1 人 大和巡日記（『日本庶民生活史料集成』2）
浅香山･猿沢池･采女宮･八重桜･衣掛柳･大御堂･春日社･若宮･三笠山･手向山･東大
寺･三月堂･二月堂･若狭井･鐘楼･大仏殿･轟橋･飛火野･氷室社･興福寺･南円堂･元
興寺

124 文 4 人ｶ 道中記（『宮崎平左衛門伊勢参宮道中記』クギヤ印刷所）
大仏殿･二月堂･三笠山･興福寺
同行中間ニて88文ツヽ 伊勢参宮道中帳（『梁川町史資料集』27）
御霊神社･元興寺･猿沢池･采女宮･衣掛柳･春日社･若宮･二月堂･三月堂･四月堂･鐘
楼･大仏殿･興福寺･南円堂

21 人 伊勢参宮日記（『加須市史』資料編Ⅰ）
猿沢池･采女宮･衣掛柳･大御堂･春日社･若宮･八幡宮･三月堂･二月堂･四月堂･鐘楼
･大仏殿･興福寺･南円堂

14 人 伊勢参宮日記（世田谷区『伊勢道中記史料』）
春日社･若宮･八幡宮･三月堂･二月堂･鐘楼･三笠山･大仏殿･興福寺･氷室社･南円堂
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№

天保12年
（1841）

天保12年
（1841）
天保12年
（1841）
天保12年
（1841）
天保13年
（1842）
天保14年
（1843）
弘化2年
（1845）
弘化2年
（1845）
弘化2年
（1845）
弘化5年
（1848）
弘化5年
（1848）

弘化5年
（1848）

嘉永2年
（1849）

嘉永2年
（1849）

嘉永3年
（1850）

嘉永5年
（1852）
嘉永5年
（1852）

嘉永5年
（1852）

嘉永5年
（1852）
嘉永5年
（1852）
嘉永6年
（1853）
嘉永6年
（1853）
嘉永6年
（1853）

安政元年
（1854）

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

×

×

×

×

○

×

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

×

○

○

×

○

案内賃

150 文

同行
見　物　場　所

出典史料名

西国順礼道中記（『岩槻市史』近世史料編Ⅳ）
猿沢池･衣掛柳･八重桜･大御堂･春日社･若宮･三笠山･三月堂･二月堂･四月堂･鐘楼
･大仏殿、「名所数多不残参詣仕候」

伊勢参宮道中日記帳（『会津高郷村史』Ⅰ）
春日社･大仏殿･二月堂･南円堂･興福寺･三笠山･手向山

11 人

伊勢道中日記控（『神奈川大学日本常民文化叢書』6）
春日社･大仏殿･元興寺

11 人

伊勢道中日記（『桶川市史』4）11 人

伊勢道中日記覚（『志木市史』近世資料編Ⅲ）
南円堂･春日社･東大寺･若宮八幡宮

不明

太々講参宮道中日記帳（『藤沢市史』2）
春日社･大仏殿

40 文 伊勢参宮覚（『伊勢道中記史料』世田谷区教育委員会）
大仏殿･春日社･三笠山･手向山･鐘楼･八重桜･衣掛柳･大御堂･南円堂

150 文 伊勢参宮日記帳（『岩井市史』資料近世編Ⅱ）
南円堂･四月堂･大仏殿、「其外宮之参詣仕候」

不明

西杖日記（『土浦市史資料』1）
春日社･二月堂･若狭井･八重桜･良弁杉･宝蔵

4 人

伊勢参宮献立道中記（『日本庶民生活史料集成』20）
春日社･若草山、「処々見物仕すまし」

伊勢道中記（『泉南市史』史料編）
猿沢池･興福寺･東大寺･大仏殿･二月堂･若草山･春日社

4 人

何人ニ而も 88 文 神路山詣道中記（『神路山詣道中記』随想舎）
元興寺･猿沢池･衣掛柳･采女宮･八重桜･大御堂･春日社･八幡宮･三月堂･二月堂･四
月堂･花の松･鐘楼･良弁杉･大仏殿･南円堂･興福寺

12 人

道中日記（『青梅市史史料集』52）
猿沢池･采女宮･衣掛柳･八重桜･春日社･若宮･二月堂･三月堂･四月堂･若狭井･大御
堂･大仏殿

4 人

見聞日記（『新編高崎市史』資料編8）
景清門･大仏殿･鐘楼･若狭井･南円堂･興福寺･猿沢池･衣掛柳･楊貴妃桜･采女宮･春
日社･三月堂･手向山八幡宮･東大寺･元興寺
十壱人にて 180 文 伊勢参宮道中記（『日本庶民生活史料集成』20）
猿沢池･衣掛柳･八重桜･若宮八幡･春日社･三笠山･三月堂･二月堂･四月堂･大仏殿･
鐘楼･南円堂

11 人

道の記（『伊勢道中記史料』世田谷区教育委員会）
大仏殿･春日社

100 文 道中入用日賀得（『新編高崎市史』資料編8）9 人

1 組ニ付 80 文 道中日記（『所沢市史』近世史料Ⅱ）
猿沢池･衣掛柳･扇の芝･南円堂･興福寺･一乗院･花の松･大乗院･大仏殿･鐘楼･二月
堂･三月堂･四月堂･春日社･三笠山･元興寺

13 人

道中記（『平鹿町史料集』2）
春日社･二月堂･三笠山･大仏殿･南円堂･猿沢池

3 人

道中日記帳（『相模原市立図書館古文書室紀要』11）16 人

88 文 道中記（『北上市史』12）
春日社･大仏殿･南円堂、「其外名所旧跡沢山、奈良神信社広き事難尽申候」

18 人

12 人ニて 88 文 伊勢西国道中録（『海上町史研究』29）
南円堂･東大寺･大仏殿･春日社･若宮･鐘楼

12 人

（仮題）伊勢参宮并金毘羅参詣道中記（『二戸史料叢書』6）
東大寺･春日社･大仏殿･南円堂･猿沢池

3 人

88 文 四国八拾八ヶ所日記帳（『岩槻市史』近世史料編Ⅳ）
元興寺･猿沢池･衣掛柳･采女宮･八重桜･扇の芝･興福寺･南円堂･四月堂･二月堂･三
月堂･手向山八幡宮･三笠山･春日社
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安政3年
（1856）

安政3年
（1856）

安政3年
（1856）
安政3年
（1856）
安政4年
（1857）

安政4年
（1857）

安政4年
（1857）

安政4年
（1857）

年記ナシ
安政5年

（1858） ｶ
安政6年
（1859）
安政6年
（1859）
安政6年
（1859）

年記ナシ
安政末頃ｶ

文久元年
（1861）
文久2年
（1862）
文久3年
（1863）
文久3年
（1863）

慶応2年
（1866）

慶応2年
（1866）

無年記

無年記

無年記

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

○

○

○

×

○

×

×

×

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

×

案内賃 同行

88 文　拾三人納 13 人
見　物　場　所

出典史料名

西国道中付（『中津村史』史料編上巻）

不明 西騎旅録（『両津市誌』資料編）
景清門･四月堂･三月堂･二月堂･大仏殿･三笠山･八幡宮･春日社･猿沢池･八重桜･南
円堂･興福寺

6 人 金毘羅参詣道中日記（『国立歴史民俗博物館研究報告』4）
大仏･二月堂･春日社

西国道中日記帳（『海上町史研究』29）
南円堂･猿沢池･興福寺･大仏殿･鐘楼･二月堂･春日山･三笠山･春日社･若宮
1 組ニ付 150 文 伊勢参宮道中記（『所沢市史』近世史料Ⅱ）

春日社･大仏殿･鐘楼･元興寺･三笠山･手向山･猿沢池･南円堂･八重桜
道中記（『二戸史料叢書』6）

南円堂･猿沢池･興福寺･春日社･手向山･東金堂･花の松･大仏殿･鐘楼･二月堂･三月
堂･四月堂

3 人 道中日記扣ヱ（『政えんどんの旅日記』静岡古文書研究会）
猿沢池･衣掛柳･八重桜･南円堂･大仏殿･二月堂･三月堂･四月堂･良弁杉･角細工所･
三條小鍛冶･春日社･若宮

道中日記帳（『福生市史』資料編近世3）
「春日社より三かさ山有、大仏、正月より四月迄の宮有、猿沢池･衣掛柳･かささぎの
橋、七堂伽藍」

16 人 伊勢道中日記帳（『福生市郷土資料室年報』Ⅳ）
采女宮･猿沢池･衣掛柳･南円堂･花の松･春日社･三笠山･八幡宮･二月堂･三月堂･鐘
楼･大仏殿

150 文 伊勢奈良大坂金毘羅京都善光寺道中日記手控（『岩槻市史』近世史料編Ⅳ）
春日社

80 文 9 人 道中日記帳（『戸田市史研究』10）
南円堂･猿沢池･大御堂･三笠山･春日社･二月堂･鐘楼･大仏殿･三月堂･四月堂

4 人 伊勢参宮并熊野三社廻り金毘羅詣道中道法附（『二戸史料叢書』6）
春日社･二月堂･大仏殿･南円堂･猿沢池･三笠山･大御堂
何人ニ而も 88 文 7 人 （仮題）安政末年伊勢参宮道中記（『奈良史学』26）
猿沢池･衣掛柳･大御堂･春日社･若宮･三笠山･三月堂･二月堂･鐘楼･大仏殿･興福寺
･花の松･南円堂

さかきのかをり（『新修橘曙覧全集』）
大御堂･春日社･三笠山･八幡宮･氷室社･東大寺･大仏殿･二月堂･興福寺･南円堂

150 文 3 人 参宮道中諸用記（『本荘市史』史料編Ⅳ）
東大寺･猿沢池･春日社･二月堂･三笠山
7 人ニて 78 文 7 人 伊勢参宮道中記（『梁川町史資料集』27）

興福寺･大仏殿･四月堂･二月堂･三月堂･若狭井･三笠山･春日社
88 人　7 人前 7 人 伊勢道中日記（『茅ヶ崎市史』1）

4 人にて 200 文 4 人 道中日記蝶（『相模原市立図書館古文書室紀要』11）
猿沢池･衣掛柳･八重桜･大御堂･若宮･春日社･八幡宮･二月堂･三月堂･大仏殿･興福
寺五重塔･南円堂

12 人 道中帳（『二戸史料叢書』6）
元興寺･猿沢池･南円堂･春日社･鐘楼･大仏殿･南大門
何人て茂 88 文 8 人 （仮題）伝蔵道中記（奈良大学史学科所蔵）

猿沢池･采女宮･衣掛柳･八重桜･大御堂･春日社･八幡宮･二月堂･若狭井･三月堂･三
笠山･四月堂･手向山･大仏殿･鐘楼･南円堂

148 文 （仮題）七種出立（『武州多摩郡郷地村道中記』昭島歴史をよむ会）
東大寺･宝蔵･大仏殿･春日社･元興寺･猿沢池･南円堂

（仮題）勘右衛門道中記（奈良大学鎌田研究室所蔵）
東大寺･大仏殿･俊乗堂･地蔵堂･宝蔵･三月堂･四月堂･二月堂･若狭井･鐘楼･子安宮
･転害門･八幡宮･春日社･若宮･興福寺･猿沢池･采女宮･衣掛柳･楊貴妃桜･大御堂･
轟橋
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奈
良
ニ
来
レ
ハ
猿
澤
池
ニ
立
寄
、
奈
良
案
内
者
ノ
教
ニ
随
ヒ
テ
菓
子

ヲ
擲
テ
鯉
鮒
等
ニ
ア
タ
ヘ
テ
其
魚
ヲ
見
物
ス
」と
い
う
一
文
が
見
え
、

大
仏
開
眼
会
時
に
は
案
内
人
の
存
在
が
確
認
で
き
る（

11
）。

　
さ
ら
に
、
大
仏
殿
再
建
中
の
宝
永
五
年
（
一
七
〇
九
）
に
奈
良
で

出
さ
れ
た
町
触
の
中
に
、
駕
籠
か
き
案
内
の
取
締
り
に
つ
い
て
の
規

定
が
み
え
る（

12
）。

　
　
　
　
　
　
　

覚

一
奈
良
町
中
之
駕
籠
か
き
共
、
近
年
我
侭
に
申
合
賃
銀
高
直
に

取
、
并
案
内
者
か
さ
つ
に
て
我
侭
い
た
し
、
他
所
之
も
の
大

勢
入
組
、
又
ハ
他
所
他
国
へ
参
博
奕
な
と
も
仕
、
案
内
之
仕

様
も
不
埒
故
、旅
人
等
に
至
ま
て
及
難
儀
候
由
相
聞
不
届
候
、

依
之
右
為
吟
味
役
備
前
や
藤
兵
衛
申
付
候
間
、
向
後
藤
兵
衛

差
図
を
請
、
札
を
取
、
駕
籠
か
き
案
内
者
可
仕
候
、
此
以
後

駕
籠
か
き
案
内
者
可
仕
候
、
此
以
後
駕
籠
か
き
案
内
之
者
共

仲
ヶ
間
申
合
、
我
侭
仕
候
か
、
札
無
之
し
て
猥
ニ
駕
籠
か
き

案
内
者
ニ
罷
出
候
者
於
在
之
者
可
為
曲
事
事

　
右
之
通
急
度
町
中
へ
相
ふ
れ
可
申
者
也

　
　
　

宝
永
五
子
年
十
月
十
八
日

　
　
　
　

町
方
斗

　
右
之
通
有
之
候
処
、
備
前
や
藤
兵
衛
と
て
い
つ
れ
も
へ
合
点

も
致
た
セ
す
、
公
儀
の
威
を
か
り
申
候
へ
と
も
、
御
用
駕
籠

か
き
と
も
難
儀
か
り
、
毎
日
之
様
ニ
御
奉
行
所
へ
御
願
申
上
、

其
申
分
相
立
候
故
、
此
儀
御
ゆ
る
し
被
成
候

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
駕
籠
か
き
案
内
者
の
が
さ
つ
な
行
為
に
よ
り
旅

人
が
迷
惑
し
て
い
る
た
め
、
備
前
や
藤
兵
衛
を
吟
味
役
と
し
て
、
鑑

札
を
と
る
許
可
制
の
導
入
を
命
じ
、
こ
の
命
に
反
対
し
た
御
用
駕
籠

か
き
を
除
い
て
適
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
本
史
料
中
の
「
駕
籠
か

き
案
内
之
者
共
」
に
つ
い
て
、
古
川
聡
子
氏
は
、「
ガ
イ
ド
的
な
業

務
を
備
え
た
駕
籠
か
き
」
と
さ
れ
て
い
る
が（

13
）、

先
述
の
通
り
、
玉
井

定
時
の
「
大
仏
開
眼
会
」
記
録
で
は
元
禄
五
年
に
案
内
人
の
存
在
が

確
認
で
き
、
本
史
料
は
「
駕
籠
か
き
お
よ
び
案
内
人
」、
す
な
わ
ち

案
内
業
務
に
携
わ
る
者
を
対
象
に
し
た
も
の
と
解
さ
ね
ば
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
道
中
日
記
類
で
は
、
駕
籠
か
き
が
案
内
を

し
た
形
跡
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、
駕
籠
か
き
が
道
案
内
を
す

る
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
、
案
内
を
兼
ね
た
駕
籠
か
き
も
存
在
し
て

い
た
で
あ
ろ
う
。
各
町
に
残
る
稼
業
改
め
な
ど
の
記
録
に
は
、
駕
籠

か
き
の
記
述
は
み
ら
れ
る
が
、案
内
人
は
管
見
の
限
り
存
在
し
な
い
。

た
だ
、幕
末
に
奈
良
奉
行
と
し
て
赴
任
し
た
川
路
聖
謨
が
著
し
た『
寧

府
紀
事
』
の
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
四
月
二
十
六
日
条
に
、「
旅

人
の
名
所
の
案
内
し
て
く
ら
す
も
の
七
十
人
余
あ
り（

14
）」

と
あ
っ
て
、

幕
末
に
は
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
の
案
内
人
が
確
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
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が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
先
の
触
か
ら
は
、
駕
籠
か
き
・
案
内
人
が
奉
行
所
管
理
の

下
で
営
業
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
が
、
享
保
十
二
年
（
一
七

二
七
）
の
『
奈
良
奉
行
所
町
代
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
奈
良
奉
行
所
よ

り
駕
籠
か
き
案
内
の
人
数
改
め
が
あ
り
、
各
町
の
年
寄
に
命
じ
て
人

数
を
報
告
さ
せ
、
鑑
札
も
返
納
さ
せ
て
い
る（

15
）。

こ
の
時
、
提
出
さ
せ

た
札
は
、
駕
籠
か
き
案
内
者
札
二
九
四
枚
、
非
人
番
案
内
札
一
二
枚

で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
観
光
ガ
イ
ド
的
な
案
内
人
が
何
人
存
在
し

た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
数
十
人
単
位
で
存
在
し
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
非
人
番
が
案
内
を
勤
め
て
い
た
事
実
も
確

認
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、『
奈
良
町
南
北
触
口
支
配
上
町
代
勤
務
帳
』

に
は
「
細
井
因
幡
守
様
御
奉
行
之
節
、享
保
十
二
未
年
御
止
被
遊
候（

16
）」

と
あ
っ
て
、
以
降
鑑
札
許
可
制
は
と
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
も
案
内
人
は
仲
間
的
な
組
織
を
結
成
し
て
い
た
と

み
ら
れ
、
先
に
あ
げ
た
『
寧
府
紀
事
』
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
四

月
二
十
六
日
条
に
「
其
頭
取
を
呼
出
而
」、
同
二
年
に
出
さ
れ
た
案

内
人
の
横
暴
を
糺
す
町
触
に
は
、「
若
不
正
之
儀
相
聞
候
ハ
ヽ
、
当

人
者
勿
論
案
内
世
話
方
且
町
役
人
迄
も
吟
味
之
上
急
度
可
申
付
候（

17
）」

と
あ
っ
て
、
こ
の
中
の
「
案
内
世
話
方
」
と
い
う
語
は
責
任
を
保
証

す
る
立
場
を
表
し
、
奈
良
の
案
内
人
は
何
ら
か
の
組
織
に
所
属
し
て

活
動
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
現
在
、
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅

前
に
建
つ
二
基
の
常
夜
燈
の
う
ち
、南
側
の
一
基
に
「
寺
社
案
内
中
」

の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
常
夜
燈
は
文
久
二
年（
一
八
六
二
）

の
銘
を
持
ち
、も
と
は
大
坂
と
奈
良
を
結
ぶ
暗
峠
越
え
奈
良
（
大
坂
）

街
道
の
三
条
口
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。
基
壇
に
は
、「
産
物
仲
間
」「
大

坂
飛
脚
中
」
や
、「
小
刀
屋
善
助
」「
大
黒
屋
吉
兵
衛
」
と
い
っ
た
奈

良
の
旅
籠
屋
の
名
前
も
見
え
、
他
に
も
墨
屋
や
酒
屋
な
ど
、
多
く
の

観
光
業
者
や
商
工
業
者
が
寄
進
者
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
こ
の
寄
進

銘
か
ら
も
、幕
末
に
は
観
光
ガ
イ
ド
的
な
案
内
専
門
業
者
が
存
在
し
、

仲
間
化
し
て
営
業
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
案
内
人
の
発
生
・
成
立
時
期
は
判
然
と
し
な
い

が
、
玉
井
定
時
の
記
述
か
ら
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
に
は
奈
良
に

お
い
て
確
実
に
案
内
人
が
存
在
し
て
お
り
、宝
永
五
年
（
一
七
〇
九
）

に
は
駕
籠
か
き
お
よ
び
案
内
者
に
鑑
札
制
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
宝
永
年
間
に
は
旅
人
の
案
内
を
す
る
者
が
相
当
数
に
の
ぼ
っ

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
元
禄
五
年
の
大
仏
開
眼
供
養
を
機
に
他

国
人
の
要
請
に
応
じ
る
か
た
ち
で
、
案
内
を
生
業
と
す
る
人
た
ち
が

誕
生
し
た
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
の
後
、
需
要
の
拡
大
を
当
て
込
み
案

内
業
へ
参
入
す
る
者
が
急
速
に
増
加
し
た
結
果
、質
の
低
下
が
生
じ
、

宝
永
五
年
の
触
の
事
態
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
仏
殿
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の
再
建
工
事
は
、
宝
永
二
年（
一
七
〇
五
）に
上
棟
式
が
営
ま
れ
、
先

の
触
が
出
さ
れ
た
宝
永
五
年
に
は
、
大
仏
殿
も
ほ
ぼ
完
成
を
み
て
お

り
、来
る
落
慶
法
要
を
見
越
し
て
の
措
置
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
奈
良
に
お
け
る
案
内
人
の
発
生
と
組
織
に
つ
い
て
み
て
き

た
が
、
奈
良
以
外
の
大
和
国
内
に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
道
中
日
記
で
み
る
と
、
奈
良
以
外
の
寺
社
や
名
所
の
案
内
人

は
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
の
『
上
方
一
見
手
引
帳
』﹇
9
﹈
が

早
い
例
で
あ
る
。こ
の
道
中
日
記
で
は
、山
辺
村
で
案
内
を
取
り
、「
賃

七
拾
弐
文
」
で
山
辺
赤
人
の
墓
を
見
物
し
、
法
隆
寺
の
項
で
は
「
此

所
ニ
而
案
内
取
へ
し
、
壱
人
前
六
文
ツ
ヽ
也
」
と
記
録
し
て
い
る（

18
）。

さ
ら
に
、こ
れ
よ
り
も
早
い
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
の
序
を
持
つ
、

太
神
講
発
行
の
道
中
案
内
記
に
、
三
輪
明
神
で
は
案
内
者
を
雇
っ
て

参
拝
す
る
よ
う
勧
め
る
記
述
が
み
え
る（

19
）。

　
ま
た
、
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
の
道
中
日
記
『
伊
勢
参
宮
道
中

記
』﹇
4
﹈
に
、「
大
和
廻
り
高
屋
山
大
坂
迄
、
荷
物
為
持
召
連
申
候
」

と
あ
っ
て
、
荷
物
持
ち
を
兼
ね
た
道
案
内
を
雇
っ
て
、
大
和
の
社
寺
・

名
所
を
巡
っ
て
い
る
。
大
坂
ま
で
の
大
和
め
ぐ
り
案
内
人
に
関
し
て

は
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
発
給
の
文
書
に
そ
の
存
在
が
認
め
ら

れ
る
が
、
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
後
出
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
和
で
は
奈
良
以
外
の
寺
社
や
名
所
に
お
い
て

も
、
十
八
世
紀
半
ば
に
は
多
様
な
案
内
人
が
活
動
し
て
い
た
と
い
え

よ
う
。二

　
案
内
の
種
類
と
案
内
賃

　
本
章
と
次
章
で
は
、
大
和
に
お
け
る
案
内
人
の
活
動
実
態
に
つ
い

て
み
て
い
き
た
い
。
道
中
日
記
か
ら
、
大
和
で
は
、
大
き
く
分
け
て

三
種
類
の
案
内
形
態
が
確
認
で
き
る
。
ま
ず
一
つ
は
、
奈
良
町
を
中

心
に
活
動
す
る
都
市
型
で
あ
る
。
奈
良
の
複
数
の
寺
社
や
名
所
を
、

半
日
あ
る
い
は
一
日
か
け
て
案
内
す
る
、
奈
良
見
物
の
た
め
の
も
の

で
あ
る
。
大
和
に
お
い
て
、
都
市
型
の
案
内
人
は
奈
良
に
の
み
存
在

し
て
い
る
。
第
二
に
、
寺
社
の
境
内
や
山
内
を
ガ
イ
ド
す
る
案
内
人

で
あ
る
。
大
和
で
は
法
隆
寺
や
吉
野
な
ど
に
み
え
る
。
そ
し
て
第
三

は
、
大
和
の
諸
社
寺
・
名
所
を
広
域
に
わ
た
っ
て
手
引
き
す
る
も
の

で
、
多
く
は
道
案
内
や
荷
持
ち
を
兼
ね
る
。
本
章
で
は
、
こ
の
三
種

類
の
案
内
形
態
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
述
べ
る
。

　
　
1
．
奈
良
見
物
案
内
人
（
都
市
型
案
内
人
）

　
今
回
、
道
中
日
記
で
確
認
し
た
奈
良
で
の
旅
人
の
行
動
に
つ
い
て

は
【
表
1
】
に
示
し
た
。
全
八
十
五
点
の
道
中
日
記
中
、
奈
良
見
物
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に
案
内
を
雇
っ
て
い
る
も
の
が
五
十
一
点
、
案
内
人
な
し
で
巡
っ
て

い
る
も
の
が
三
十
二
点
、
不
明
が
二
点
で
あ
る
。
で
は
、
案
内
人
の

有
無
に
よ
り
旅
人
の
行
動
に
差
異
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、

見
物
場
所
で
あ
る
が
、【
表
1
】
で
示
し
た
よ
う
に
、
案
内
人
の
有

無
に
よ
る
差
は
明
確
で
は
な
い
。
案
内
人
が
い
る
場
合
も
い
な
い
場

合
も
共
通
し
て
訪
れ
て
い
る
の
は
、
猿
沢
池
・
春
日
社
・
大
仏
・
二

月
堂
・
南
円
堂
で
あ
る
。
猿
沢
池
は
采
女
伝
説
や
月
の
名
所
と
し
て

知
ら
れ
、
春
日
大
社
は
信
仰
の
み
な
ら
ず
、
神
鹿
の
存
在
で
も
知
名

で
あ
る
。
大
仏
は
元
禄
期
に
庶
民
の
協
力
も
あ
っ
て
再
興
を
み
て
お

り
、
二
月
堂
は
修
二
会
や
観
音
信
仰
で
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
興

福
寺
は
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
の
火
災
で
伽
藍
を
焼
失
す
る
が
、

南
円
堂
は
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
の
九
番
札
所
と
し
て
庶
民
の
信

仰
も
あ
り
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
は
再
建
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

の
社
寺
・
名
所
は
、
江
戸
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
も
、
全
国
的
に
認

知
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
但
し
、
道
中
日
記
の
書
き
方
に
は
精
粗
が
あ
り
、
巡
っ
た
場
所
す

べ
て
を
記
録
し
た
と
も
限
ら
な
い
。お
そ
ら
く
旅
人
の
関
心
を
惹
き
、

印
象
に
残
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
以
外
の

場
所
に
つ
い
て
は
「
一
々
覚
難
ク
委
細
者
絵
図
ニ
有
」﹇
36
﹈、「
名

所
数
多
不
残
参
詣
仕
候
」﹇
40
﹈、「
其
外
名
所
旧
跡
沢
山
」﹇
60
﹈
な

ど
と
省
略
し
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
大
仏
や
春
日
社
、
猿
沢

池
な
ど
が
多
く
書
き
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
大
き
さ
や
、
鹿
・

燈
籠
の
数
、
景
色
の
よ
さ
な
ど
が
印
象
に
残
り
や
す
い
た
め
で
あ
ろ

う
。
た
だ
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
に
訪
れ
た
三
井
清
野
の
よ

う
に
、大
仏
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
例
﹇
19
﹈
も
あ
る
。

そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
案
内
人
を
雇
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
記

録
さ
れ
て
い
な
い
場
合
の
あ
る
こ
と
を
十
分
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
ま
た
、
案
内
人
の
記
載
の
な
い
道
中
日
記
の
ほ
う
が
由
来
な
ど
の

説
明
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
感
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
多
く
の
旅

人
は
道
中
案
内
記
を
入
手
し
、
そ
れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
名
所
を

巡
っ
て
お
り
、
道
中
日
記
の
記
述
も
こ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
と
推
察

さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
案
内
記
に
頼
り
、
案
内
人
を
必
要
と
し
な

か
っ
た
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
。
道
中
日
記
か
ら
案
内
人
引
率
の
有

無
を
確
定
す
る
の
は
難
し
い
が
、
土
地
に
不
案
内
な
旅
人
が
限
ら
れ

た
時
間
内
で
確
実
に
効
率
よ
く
名
所
を
巡
り
、
し
か
も
よ
り
多
く
の

情
報
を
得
よ
う
と
す
れ
ば
、
案
内
人
を
雇
う
の
が
最
も
確
実
で
、
案

内
人
を
利
用
す
る
旅
人
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
で
は
、
案
内
人
を
雇
っ
た
場
合
の
見
物
経
路
で
あ
る
が
、
道
中
日

記
の
記
述
に
よ
っ
て
順
路
を
特
定
す
る
の
は
難
し
い
が
、
一
定
の
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コ
ー
ス
パ
タ
ー
ン
は
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
共
通
し
て
い
る
の
は

周
遊
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
旅
人
が
奈
良
に
入
っ
て
く

る
街
道
や
、
宿
泊
す
る
宿
屋
の
位
置
に
よ
っ
て
起
点
が
変
わ
っ
て
い

る
。
大
坂
・
初
瀬
方
面
か
ら
入
っ
て
き
た
旅
人
は
、
猿
沢
池
か
ら
春

日
社
・
東
大
寺
・
興
福
寺
と
廻
り
、
京
都
方
面
か
ら
の
旅
人
は
、
東

大
寺
か
ら
春
日
社
を
経
て
猿
沢
池
・
興
福
寺
と
、
大
坂
・
初
瀬
方
面

か
ら
の
場
合
と
ほ
ぼ
逆
回
り
で
巡
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
街
道
ご
と
に

奈
良
町
の
入
口
付
近
で
案
内
人
が
営
業
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
、
ま

た
、
こ
の
起
点
と
な
る
猿
沢
池
畔
・
東
大
寺
転
害
門
付
近
は
、
宿
屋

町
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
宿
屋
と
の
関
連
性
も
う
か
が
わ
れ
る
。

　
経
路
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
刊
行
の

案
内
記
『
七
ざ
い
所
道
し
る
べ
旅
行
便
覧
』
に
、
次
の
よ
う
な
記
述

が
見
え
る（

20
）。

奈
良
、
此
所
拝
所
見
所
お
び
た
ゝ
し
き
故
、
案
内
者
無
て
ハ
か

な
ひ
が
た
し
、
然
ど
も
按
内
者
ま
か
せ
に
し
て
ハ
見
所
を
は
づ

す
事
あ
り
、
宿
に
着
て
早
速
按
内
者
を
よ
び
て
案
内
す
べ
き
道

筋
の
次
第
を
い
ひ
合
た
る
が
よ
し
、
さ
る
沢
の
池
よ
り
初
て
春

日
の
御
社
東
大
寺
邊
ま
で
の
道
筋
を
一
紙
に
印
行
に
し
た
る

有
、
是
大
方
の
人
め
ぐ
る
道
筋
な
り
、
先
是
を
買
て
其
後
に
按

内
者
に
道
筋
の
次
第
を
聞
べ
し
、
此
一
紙
に
の
せ
ざ
る
所
を
も

見
ば
や
と
お
も
ふ
人
ハ
弥
按
内
者
に
い
ひ
合
べ
し

奈
良
見
物
に
お
い
て
は
案
内
人
を
雇
い
、
絵
図
等
を
購
入
し
て
、
希

望
な
ど
を
告
げ
、
よ
く
打
ち
合
わ
せ
た
上
で
経
路
を
決
め
る
こ
と
が

肝
要
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
宿
ハ
さ
る
沢
の
池
の
端
よ
し
」
と

あ
り
、「
是
よ
り
見
巡
次
第
」
と
し
て
「
さ
る
沢
の
池
」「
采
女
の
宮
」

「
き
ぬ
か
け
柳
」「
菩
提
院
」「
興
福
寺
」「
春
日
大
明
神
」「
東
大
寺
」

の
順
に
紹
介
し
、「
是
よ
り
猿
沢
の
池
の
方
へ
帰
」、
続
け
て
「
元
興

寺
」「
猿
沢
の
池
よ
り
初
て
、此
邊
迄
大
方
の
人
の
め
ぐ
る
道
筋
な
り
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
猿
沢
池
畔
に
宿
泊
し
、
宿
を
起
点
と
し
て
周
遊

す
る
の
が
最
も
一
般
的
な
コ
ー
ス
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
案

内
人
は
、
こ
の
よ
う
な
コ
ー
ス
を
基
本
と
し
、
旅
人
の
要
望
に
合
わ

せ
て
ガ
イ
ド
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
案
内
賃
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
最
高
額
が
文
化
四
年

（
一
八
〇
七
）
の
二
百
五
文
﹇
11
﹈、
最
低
額
が
文
政
十
三
年
（
一
八

三
〇
）
の
五
文
﹇
28
﹈
で
あ
る
。
こ
れ
ら
値
段
の
相
違
は
、
単
に
、

時
代
的
な
物
価
の
差
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
で
は
、
ど
の
よ

う
な
要
因
に
よ
る
も
の
な
の
か
。
ま
ず
、
人
数
の
問
題
で
あ
る
。
最

高
額
の
﹇
11
﹈
の
人
数
は
明
確
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
五
人
、
最

低
額
の
﹇
28
﹈
は
九
人
で
あ
る
。
し
か
し
、﹇
28
﹈
は
「
壱
人
前
に

五
文
つ
ゝ
出
し
」
と
あ
っ
て
、
一
人
分
の
値
段
だ
と
わ
か
る
。
最
高
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額
の
二
百
五
文
が
五
人
分
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
一
人
前
四
十
一
文

で
、
突
出
し
て
高
い
額
と
は
い
え
な
い
。
ほ
か
に
「
何
人
成
共
八
十

八
文
」﹇
9
﹈、「
何
人
ニ
而
代
百
文
」﹇
22
﹈、「
一
組
ニ
付
八
十
文
」

﹇
57
﹈、「
一
組
ニ
付
百
五
十
文
」﹇
68
﹈、「
四
人
に
て
二
百
文
」﹇
81
﹈

な
ど
の
記
述
が
見
え
、
人
数
に
関
係
な
く
一
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
値
段

が
決
め
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
値
段
の
差
が
そ

の
ま
ま
人
数
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　
次
に
見
物
場
所
の
数
や
距
離
及
び
時
間
と
料
金
と
の
関
係
で
あ
る

が
、
こ
れ
も
【
表
1
】
に
示
し
た
通
り
、
見
物
箇
所
と
案
内
賃
の
相

関
関
係
は
証
明
し
難
い
。
た
だ
、
先
に
示
し
た
『
七
ざ
い
所
道
し
る

べ
旅
行
便
覧
』
に
掲
げ
ら
れ
た
如
く
、
基
本
と
な
る
コ
ー
ス
に
旅
人

の
希
望
箇
所
を
追
加
し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
高
額
に
な
っ
た
可
能

性
は
考
え
ら
れ
る
。
時
間
に
関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
旅
人
は
奈
良

見
物
に
半
日
を
費
や
し
て
い
る
。
案
内
人
を
雇
っ
た
例
で
は
、
五
ツ

前
に
案
内
を
頼
ん
で
宿
屋
を
出
発
し
、
見
物
後
、
宿
へ
戻
り
昼
仕
度

を
し
て
い
た
り
﹇
52
﹈、
朝
案
内
を
雇
い
、
九
ツ
時
宿
屋
に
戻
っ
て

い
た
り
﹇
76
﹈、「
半
日
逗
留
い
た
し
」﹇
61
﹈、
な
ど
の
記
述
が
見
え
、

奈
良
入
り
し
た
当
日
の
午
後
、
あ
る
い
は
翌
日
の
午
前
中
に
見
物
し

て
い
る
例
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
れ
も
金
額
と
の
関
係
を
明
確
に
す

る
に
は
至
ら
な
い
。
ま
た
、
案
内
人
の
経
験
や
解
説
内
容
で
金
額
差

が
生
じ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）『
大
和

巡
日
記
』﹇
35
﹈
を
記
し
た
安
田
相
郎
は
「
此
地
に
て
も
壱
番
こ
ふ

し
や
（
巧
者
）
な
る
手
引
」
を
雇
い
、
基
本
的
な
コ
ー
ス
を
巡
覧
し

て
い
る
が
、
支
払
っ
た
額
は
百
五
十
文
で
、
一
人
分
の
値
段
と
し
て

は
や
や
高
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
道
中
日
記
で
は
、
と
く
に
八
十
八
文
の
支
払
い
例
が
多
数
認
め
ら

れ
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
の
道
中
日
記
﹇
34
﹈
に
は
「
八
十
八

文
定
メ
」
と
あ
る
。
ま
た
、
浪
華
講
の
定
宿
帳
類
に
は
六
十
四
文
の

数
字
が
頻
出
す
る
こ
と
か
ら（

21
）、

一
定
の
組
織
に
加
入
し
て
い
た
り
、

講
や
宿
屋
な
ど
と
提
携
し
て
い
る
案
内
人
の
場
合
に
は
、
定
め
ら
れ

た
均
一
の
値
段
で
営
業
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
後
に
詳
述
す
る

が
、
案
内
人
と
宿
屋
は
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
宿
屋
が
案
内
人
を
斡

旋
す
る
行
為
も
み
ら
れ
、
案
内
賃
の
金
額
差
は
、
仲
介
者
の
有
無
に

よ
っ
て
生
じ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
奈
良
で
は
路
上

で
客
引
き
を
す
る
案
内
人
も
存
在
し
て
お
り
、
料
金
や
見
物
内
容
は

相
対
に
よ
っ
て
決
定
す
る
場
合
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
　
2
．
寺
社
境
内
・
山
内
案
内
人

　
大
和
に
お
い
て
は
、【
表
2
】に
示
し
た
よ
う
に
、法
隆
寺
・
当
麻
寺
・
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多
武
峰
・
三
輪
・
長
谷

寺
・
吉
野
山
・
大
峯
山

に
、
境
内
あ
る
い
は
山

内
を
案
内
す
る
者
の
存

在
が
確
認
で
き
る
。
な

か
で
も
、
法
隆
寺
と
吉

野
で
は
多
く
の
旅
人
が

案
内
を
雇
っ
て
い
る
。

境
内
に
お
け
る
案
内
人

は
、
寺
社
と
関
連
し
て

活
動
し
た
と
考
え
ら

れ
る
が
、
道
中
日
記
で

は
案
内
人
が
寺
社
の
下

で
活
動
し
て
い
た
の

か
、
あ
る
い
は
別
の
組

織
と
し
て
営
業
を
行
っ

て
い
た
の
か
定
か
で
は

な
い
。
た
だ
、
宿
屋
等

と
の
関
連
を
う
か
が
わ

せ
る
記
述
が
散
見
で

【表 2】道中日記にみる大和の寺社･名所における案内賃
案内賃の記載のないものは空欄とした。史料名欄の［　］内の数字は、【表 1】の番号を示す。

寺社･名所名 年　代

法隆寺

当麻寺

多武峯

三輪

長谷寺

吉野

大峰

寛政 9 年（1797）
文化 4 年（1807）
文化 10 年（1813）
文化 14 年（1817）
文政 11 年（1828）
天保 11 年（1840）
弘化 2 年（1845）
弘化 5 年（1848）
嘉永 5 年（1852）
安政 3 年（1854）
安政 5 年（1856）ｶ
安政 6 年（1857）
嘉永 2 年（1849）
文久 2 年（1862）
文政 5 年（1822）
嘉永 2 年（1849）
明和 4 年（1767）
無年記
安政 5 年（1856）ｶ
文政 5 年（1822）
文政 9 年（1826）
文政 10 年（1827）
天保 9 年（1838）
嘉永 2 年（1849）
嘉永 5 年（1852）
安政末頃ｶ
文久 3 年（1863）
天保 9 年（1838）
嘉永 6 年（1853）
嘉永 6 年（1853）
安政 3 年（1856）
文久 3 年（1863）

壱人前 6 文ツヽ

6 分 5 厘
48 文
64 文
十人迄 48 文ツヽ
16 文

24 文
12 文

32 文

24 文
何人ニ而も 32 文

何人ニ而も 24 文

壱人文 2 文ツヽ

24 文ツヽ
何人ニ而も 32 文
24 文　7 人分
明日明後日両日にて1貫文
12 人ニて 200 文
壱人前 141 文
13 人ニ而 200
山案内 7 人ニ而 2 朱

上方一見手引帳［9］
伊勢道中日記 ［11］
海陸道順達記［15］
道中日記［19］
伊勢参宮紀行 ［26］
伊勢参宮道中帳［37］
伊勢参宮覚［46］
伊勢道中記 ［50］
道中入用日賀得 ［56］
金毘羅参詣道中日記［66］
伊勢道中日記帳［72］
道中日記帳［74］
道中日記［52］
参宮道中諸用記［78］
伊勢参宮并大社拝礼記行［21］
道中日記［52］
上方道中記［5］

（仮題）勘右衛門道中記［85］
伊勢道中日記帳［72］
伊勢参宮并大社拝礼記行［21］
山海日記［23］
伊勢参宮道中記［25］
大和巡日記［35］
道中日記［52］
道中入用日賀得 ［56］

（仮題）安政末年伊勢参宮道中記［76］
伊勢道中日記［80］
大和巡日記［35］
西国道中録［61］

（仮題）伊勢参宮并金毘羅参詣道中記［62］
西国道中日記帳［67］
伊勢参宮道中記［79］

案 内 賃 史　料　名［表 1№］
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き
る
。
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
の
道
中
日
記
﹇
46
﹈
に
「
大
黒
屋

方
よ
り
あ
ん
内
つ
れ
ほ
う
り
う
寺
廻
り
」、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

の
道
中
日
記﹇
72
﹈で
は
長
谷
寺
参
詣
時
に「
泊
や
ニ
て
案
内
お
つ
れ
」

と
あ
っ
て
、さ
ら
に
は
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
の
太
神
講
発
行
『
伊

勢
道
中
記
』
で
は
三
輪
の
定
宿
と
し
て
「
薬
種
や
半
四
郎
」
を
あ
げ
、

「
半
四
郎
に
て
あ
ん
内
者
を
や
と
ひ
て
参
る
べ
し（

22
）」

と
、
宿
屋
で
案

内
人
を
手
配
す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。
ま
た
、
多
武
峰
で
は
「
御
門

前
茶
屋
あ
り
、
休
む
べ
し
、
此
処
よ
り
案
内
人
同
行
」﹇
21
﹈、「
多

武
峰
江
裏
手
大
門
前
茶
屋
ニ
て
女
人
江
案
内
頼
」﹇
52
﹈
と
あ
っ
て
、

茶
屋
で
案
内
を
雇
っ
て
い
る
。
と
く
に
﹇
52
﹈
の
旅
人
は
女
性
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
女
人
禁
制
の
多
武
峰
で
は
女
人
道
へ
の
案
内
を
請

う
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
境
内
の
案
内
人
は
寺
社
方
で
は

な
く
、
民
間
業
者
と
し
て
宿
屋
や
茶
屋
と
連
携
し
な
が
ら
活
動
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る（

23
）。

　
ま
た
、
吉
野
や
大
峰
に
お
い
て
は
、
案
内
料
や
先
達
料
と
は
別
に

山
役
銭
を
支
払
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
﹇
79
﹈、
宿
坊
と
の
関

連
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
他
、
吉
野
で
は
「
此
橋
袂
ノ
茶
屋
二
階
屋

清
五
郎
ニ
荷
物
預
ケ
案
内
ヲ
頼
ミ
」﹇
25
﹈
と
い
う
よ
う
に
、
山
麓

の
上
市
で
案
内
を
雇
い
吉
野
へ
向
か
っ
て
い
る
例
も
あ
る
。
吉
野
山

で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
旅
人
が
、
銅
の
鳥
居
・
仁
王
門
・
金
峯
山
寺
・

吉
水
院
・
勝
手
神
社
の
順
に
巡
っ
て
お
り
、
巡
覧
コ
ー
ス
が
定
型
化

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
3
．
大
和
め
ぐ
り
案
内
人
（
広
域
型
案
内
人
）

　
大
和
の
社
寺
・
名
所
を
巡
り
、
広
域
的
に
誘
導
す
る
案
内
人
は
、

享
保
期
に
は
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
町
田
市
史
』上
巻
に
は
、

享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
伊
勢
参
宮
後
大
和
め
ぐ
り
に
向
か
う
一

行
宛
に
、
奈
良
の
文
珠
四
郎
か
ら
発
行
さ
れ
た
案
内
に
関
す
る
文
書

が
掲
出
さ
れ
て
い
る（

24
）。

　
　
　
　
　
　
　
　

相
定
申
大
和
案
内
之
事

一
奈
良
よ
り
法
花
寺
西
大
寺
照
提
寺
、
西
京
法
隆
寺
龍
田
当
麻

寺
達
磨
寺
三
輪
明
神
初
瀬
多
宇
ノ
峯
、
吉
野
蔵
王
権
現
吉
水

院
勝
手
明
神
高
野
山
、
和
泉
堺
妙
国
寺
夷
嶋
住
吉
大
明
神
、

大
坂
天
王
寺
道
頓
堀
日
本
橋
迄
急
度
御
供
可
仕
候
、
此
日
用

代
九
百
文
ニ
相
究
メ
当
分
爰
元
ニ
而
三
百
文
請
取
、
残
ル
処

道
中
入
用
次
第
ニ
御
借
シ
可
被
下
候
、
若
此
者
道
中
ニ
而
無

沙
汰
候
ハ
ヽ
我
等
罷
出
急
度
埒
明
可
申
候
、
為
其
一
札
如
件

　
　
　
　

享
保
九
年
辰
二
月
三
日

　
　
　
　

南
都
文
珠
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

包
常
作
右
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
用

　
又
四
郎
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武
州
多
麻
郡
野
津
田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
太
夫
様

　
こ
の
文
書
に
よ
れ
ば
、文
珠
四
郎
包
常
方
よ
り
日
用
の
又
四
郎
を
、

奈
良
か
ら
高
野
山
・
大
坂
ま
で
従
者
と
し
て
派
遣
し
、
そ
の
費
用
を

九
百
文
と
取
り
決
め
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
法
華
寺
以
下
吉
野

山
ま
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
大
和
め
ぐ
り
」
の
コ
ー
ス
で
あ
る
。
大
和

め
ぐ
り
に
出
か
け
る
に
あ
た
っ
て
、
道
案
内
を
目
的
に
雇
わ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
文
書
の
差
出
人
で
あ
り
、
案
内
人
又
四
郎
の
主
人
的

な
立
場
で
あ
る
文
珠
四
郎
包
常
作
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、
貞
享
四
年

（
一
六
八
七
）
刊
行
の
『
奈
良
曝
』、
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
刊

行
の
『
奈
良
坊
目
拙
解
』
に
、
西
寺
林
町
に
居
住
の
小
刀
鍛
冶
と
し

て
「
文
珠
四
郎
包
常
」
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で（

25
）、

こ
の
作
右

衛
門
も
小
刀
鍛
冶
で
あ
ろ
う（

26
）。

小
刀
鍛
冶
が
案
内
を
派
遣
し
て
い
た

事
実
は
こ
の
文
書
以
外
に
確
認
で
き
な
い
が
、
享
保
期
に
は
大
和
め

ぐ
り
の
案
内
を
業
と
す
る
者
が
活
動
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。

　
大
和
め
ぐ
り
に
際
し
て
、
案
内
人
の
記
述
が
あ
る
道
中
日
記
の
行

程
・
案
内
賃
に
つ
い
て
は
【
表
3
】
に
ま
と
め
た
が
、
こ
れ
を
み
る

と
、見
物
場
所
や
経
路
は
ほ
ぼ
一
定
し
て
お
り
、大
和
め
ぐ
り
の
コ
ー

ス
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
基
本
は
、
奈
良
を
起
点

と
し
て
、
法
華
寺
・
西
大
寺
・
菅
原
天
満
宮
・
唐
招
提
寺
・
西
の
京
・

郡
山
・
法
隆
寺
・
龍
田
神
社
・
達
磨
寺
・
石
光
寺
・
当
麻
寺
・
飛
鳥

神
社
・
橘
寺
・
岡
寺
・
三
輪
・
長
谷
寺
・
安
倍
文
殊
・
多
武
峰
・
吉

野
を
見
物
し
、
高
野
山
・
堺
・
住
吉
を
経
て
大
坂
へ
と
向
か
う
。
な

か
に
は
、
法
隆
寺
や
当
麻
寺
で
大
坂
ま
で
の
案
内
人
を
雇
っ
て
お
り

﹇
33
﹈ ﹇
57
﹈、
奈
良
の
み
な
ら
ず
途
次
の
宿
場
な
ど
に
も
大
和
め
ぐ

り
の
案
内
人
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、文
化
十
年（
一

八
一
三
）『
海
陸
道
順
達
記
』﹇
15
﹈
に
は
、「
宿
元
御
亭
主
と
相
談

い
た
し
、
大
和
め
ぐ
り
ニ
付
、
な
ら
へ
罷
越
ス
積
り
ニ
て
、
今
日
爰

元
出
立
。
則
久
利
出
入
之
伊
兵
衛
ヲ
案
内
者
と
し
て
、
昼
時
分
大
坂

ヲ
ゾ
発
足
い
た
し
」
と
あ
り
、
大
坂
の
逗
留
宿
久
宝
寺
屋
利
兵
衛
に

て
大
和
め
ぐ
り
の
案
内
人
を
世
話
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
五
月
二
十

七
日
に
大
坂
を
立
ち
、
暗
越
え
で
奈
良
に
入
っ
て
、
奈
良
で
は
さ
ら

に
案
内
人
を
雇
っ
て
奈
良
見
物
を
し
、
多
武
峯
・
初
瀬
・
三
輪
を
巡

り
、
法
隆
寺
・
西
の
京
を
廻
っ
て
、
西
大
寺
よ
り
歌
姫
越
え
で
宇
治

へ
と
向
か
う
。
そ
し
て
、
六
月
四
日
に
京
都
到
着
、「
此
間
中
、
大

和
め
ぐ
り
案
内
と
し
て
頼
ミ
ツ
ル
摂
州
之
仁
一
礼
申
入
、
今
朝
大
坂

へ
こ
そ
相
返
し
ケ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
大
坂
の
案
内
人
が
大
和

め
ぐ
り
、
さ
ら
に
は
京
都
ま
で
を
も
活
動
範
囲
と
し
て
い
た
事
実
が

認
め
ら
れ
る
。
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大
和
を
遊
覧
す
る
人
た
ち
の

多
く
は
伊
勢
参
宮
者
で
あ
り
、

大
和
へ
は
参
宮
後
、
名
張
越
え

の
伊
勢
表
街
道
（
あ
お
越
え
）

で
初
瀬
方
面
よ
り
入
る
か
、
伊

賀
越
え
で
木
津
方
面
か
ら
入
る

か
、
あ
る
い
は
参
宮
の
後
、
田

丸
よ
り
西
国
巡
礼
を
し
な
が
ら

葛
井
寺
を
経
て
岩
屋
越
え
で
当

麻
方
面
か
ら
入
っ
て
き
て
い

る
。
こ
の
う
ち
、
西
国
巡
礼
者

は
六
番
壺
阪
寺
か
ら
九
番
南
円

堂
ま
で
札
所
を
辿
る
か
た
ち
で

進
む
た
め
、
大
和
め
ぐ
り
の
案

内
人
を
雇
っ
た
形
跡
は
認
め
ら

れ
な
い
。

　
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）

刊
行
の
案
内
記
『
七
ざ
い
所
道

し
る
べ
旅
行
便
覧
』に
よ
れ
ば
、

「
奈
良
よ
り
大
坂
ま
で
の
按
内

案内を雇った場所を起点とし、最終契約地を終点とした。日付は起点～終点までを示した。
同行者の人数は大和めぐり出発時の人数を示す。史料名欄の［　］内の数字は、【表 1】の番号を示す。

【表 3】道中日記にみる大和めぐりの見物地と案内賃

日　付

宝暦10年（1760）
5/26～6/2（7日）

寛政9年（1797）
1/24～1/30

文化10年（1813）
5/27～6/4

文政6年（1823）
2/18～2/24

天保4年（1833）
1/23～2/1（9日）
天保6年（1835）

2/3～2/8

天保6年（1835）
3/21～3/26

嘉永5年（1852）
1/23～1/30

文久3年（1863）
7/29カ～8/5

無年記
1/28～（後欠）

案 内 賃

1朱100文

同行
見　物　地　・　経　由　地

起点～終点 史料名［表 1№］

8人 奈良～大坂 伊勢参宮道中記全［4］
（奈良見物）・法華寺・西大寺・唐招提寺・薬師寺・郡山・小泉・法隆寺・龍田・石光寺・当
麻寺・安倍文殊・高取・壺坂寺・橘寺・飛鳥・岡・多武峯・吉野・六田・橋本・高野山・槙尾
寺・藤井寺・堺・住吉・四天王寺
2貫文外ニ酒手200文 6人ｶ 奈良～大和廻り～大坂 上方一見手引帳［9］
眉間寺･聖武天皇陵･興福院･法華寺･西大寺･菅原神社･唐招提寺･薬師寺･郡山･小
泉･法起寺･法隆寺･龍田･達磨寺･石光寺･当麻寺･高田･安倍文殊･飛鳥･橘寺･岡寺･
多武峯･吉野･橋本･高野山･堺･住吉･四天王寺

12人ニ而2貫文 12人 奈良～大坂 伊勢参宮旅日記［22］
（奈良見物）･法華寺･西大寺･菅原神社･唐招提寺･薬師寺･郡山･小泉･法隆寺･龍田･
達磨寺･石光寺･当麻寺･高田･橘寺･岡寺･飛鳥･安倍文殊･桜井･三輪･長谷寺･多武
峯･吉野･五条･橋本･高野山･三日市･堺･住吉･天下茶屋

壱人前ニ付124文 12人 当麻～大坂 道中記覚［33］
高田･八木･三輪･初瀬･安倍文殊･飛鳥･多武峯･吉野･五条･橋本･高野山･橋本･三日
市･堺

7人ニ而2貫400文 7人 奈良～七在所巡り～大坂? 伊勢参宮道中記［79］
法華寺･西大寺･菅原神社･唐招提寺･薬師寺･郡山･小泉･法隆寺･龍田･達磨寺･石光
寺･当麻寺･八木･三輪･長谷寺･多武峯･吉野･六田･橋本･高野山･三日市･堺･住吉･
天下茶屋

金□分ト500文 奈良～大和廻り～大坂
法華寺･西大寺･菅原神社･薬師寺･法隆寺･龍田･達磨寺･石光寺･当麻寺･飛鳥･安倍
文殊･三輪･長谷寺･多武峯･吉野･宇野･橋本･高野山

（仮題）七種出立［84］

10人ニ而1貫200文 10人 法隆寺～大和廻り～大坂 道中日記［57］

3貫500文 奈良（奈良見物）～大坂 参宮日記帳［31］

1貫500文 奈良（奈良見物）～大坂 伊勢参宮日記［32］

大坂～奈良～大和めぐり～京都 海陸道順達記［15］
暗峠･奈良（奈良見物）･在原･丹波市･多武峯･長谷寺･三輪･法隆寺･郡山･薬師寺･菅
原神社･西大寺･祝園･玉水･長池･宇治
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者
を
荷
持
を
兼
て
や
と
ひ
て
つ
れ
た
る
が
道
す
じ
の
案
内
の
み
な
ら

ず
泊
休
の
宿
等
を
も
能
知
て
居
故
に
何
か
に
能
な
り（

27
）」

と
あ
っ
て
、

大
和
め
ぐ
り
案
内
人
は
、道
案
内
と
荷
物
持
ち
を
主
業
と
し
て
い
る
。

道
中
記
で
も
「
大
和
廻
り
の
案
内
大
坂
迄
荷
物
持
セ
」﹇
84
﹈
な
ど

の
記
述
が
み
え
、
都
市
型
や
境
内
の
案
内
人
に
は
無
い
役
目
を
負
っ

て
い
る
。

　
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
の
道
中
日
記
﹇
22
﹈
で
は
「
此
所
ニ
而

大
坂
迄
案
内
願
拾
弐
人
ニ
而
弐
貫
文
ニ
而
、
外
ニ
大
仏
堂
よ
り
春
日
大

明
神
猿
沢
の
池
見
物
案
内
ハ
何
人
ニ
而
代
百
文
」
と
記
述
さ
れ
て
お

り
、
大
和
め
ぐ
り
の
案
内
と
は
別
に
、
奈
良
で
案
内
を
雇
っ
て
い
る
。

ま
た
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
の
道
中
日
記
﹇
9
﹈
で
は
、
奈
良

で
「
大
和
廻
り
大
坂
迄
案
内
取
申
候
」
と
し
な
が
ら
、
法
隆
寺
で
は

境
内
案
内
人
を
得
て
お
り
、
大
和
め
ぐ
り
案
内
人
は
、
見
物
地
の
社

寺
や
名
所
に
つ
い
て
由
来
な
ど
を
語
る
、
都
市
型
や
境
内
案
内
人
と

は
役
割
を
異
に
し
て
い
る
。

　
大
和
め
ぐ
り
は
、
奈
良
よ
り
大
坂
ま
で
数
日
に
お
よ
ぶ
。
道
中
日

記
で
は
、
六
日
か
ら
九
日
を
費
や
し
て
遊
覧
し
て
い
る
。
こ
の
間
、

案
内
人
を
連
れ
巡
っ
た
場
合
、
そ
の
宿
泊
等
の
経
費
は
旅
人
の
負
担

と
な
る
。
先
に
掲
げ
た
享
保
九
年
の
文
書
で
は
、
案
内
人
の
代
金
は

九
百
文
で
契
約
し
て
い
る
が
、
三
百
文
は
あ
ら
か
じ
め
文
珠
四
郎
包

常
に
支
払
い
、
残
り
は
「
道
中
入
用
次
第
ニ
御
借
シ
可
被
下
候
」
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
文
書
か
ら
は
、
案
内
人
は
文
珠
四
郎
包
常
か
ら

手
配
さ
れ
、
手
数
料
と
し
て
三
百
文
を
納
入
し
、
案
内
に
か
か
わ
る

実
費
は
そ
の
都
度
負
担
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。さ
ら
に﹇
32
﹈は
、

二
月
三
日
に
奈
良
で
「
是
よ
り
大
坂
迄
之
間
五
六
日
分
案
内
を
頼
申

候
、
但
し
大
坂
迄
案
内
賃
壱
貫
五
百
文
」
で
契
約
し
、
大
和
め
ぐ
り

の
後
、
八
日
大
坂
の
宿
屋
到
着
時
に
「
此
所
ニ
て
奈
良
案
内
壱
貫
五

百
文
賃
銭
払
相
返
し
申
候
」と
、代
金
を
清
算
し
て
い
る
。こ
の
場
合
、

案
内
賃
は
案
内
人
に
直
接
支
払
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
後
払
い
シ

ス
テ
ム
は
、
道
中
で
の
経
費
が
あ
ら
か
じ
め
契
約
し
た
料
金
内
に
収

ま
ら
な
か
っ
た
場
合
を
想
定
し
て
の
設
定
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
途

中
で
の
案
内
放
棄
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
目
的
も
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
の
道
中
日
記
﹇
73
﹈
で
は
、

二
月
十
一
日
に
岡
寺
に
て
「
吉
野
迄
案
内
頼
、
賃
三
百
文
、
尤
同
行

之
荷
ヲ
持
」、翌
十
二
日「
前
日
之
案
内
吉
野
よ
り
か
む
ろ
迄
案
内
頼
、

賃
壱
朱
ト
百
文
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、一
日
ご
と
部
分
的
に
契
約
し
、

数
日
に
わ
た
っ
て
案
内
を
雇
っ
て
い
る
例
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
大
和
め
ぐ
り
の
案
内
人
の
料
金
は
、
日
数
に
よ
る
経
費
に
応
じ

て
増
減
し
、
ま
た
、
荷
持
ち
を
兼
ね
る
こ
と
か
ら
、
旅
人
の
人
数
あ

る
い
は
荷
物
量
が
料
金
に
反
映
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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そ
の
ほ
か
大
和
を
部
分
的
に
手
引
き
す
る
道
案
内
人
の
存
在
が
確

認
で
き
る
【
表
4
】。
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
の
『
見
聞
日
記
』

﹇
53
﹈
で
は
薬
師
寺
の
項
に
「
法
花
寺
よ
り
是
迄
、
法
花
寺
の
文
サ

ン
ト
云
人
安
内
ニ
頼
ム
、代
百
文
」と
記
さ
れ
て
お
り
、安
政
六
年（
一

八
五
九
）
の
道
中
日
記
﹇
74
﹈
で
は
奈
良
で
「
案
内
頼
ミ
、法
け
寺
、

西
大
寺
、
正
大
寺
、
西
の
京
、
す
が
原
天
神
、
郡
山
城
下
、
小
泉
庚

申
、
法
り
う
寺
」
と
廻
っ
て
い
る
。

　
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
の
『
道
中
日
記
』﹇
52
﹈
で
は
、
奈
良

見
物
の
後
、
鉢
伏
・
笠
間
越
え
で
名
張
へ
出
て
い
る
が
、
そ
の
道
中

は
奈
良
で
得
た
案
内
人
に
誘
導
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
『
海
陸
道
順

達
記
』﹇
15
﹈
で
は
、
参
宮
の
帰
路
に
名
張
か
ら
奈
良
ま
で
「
此
名

張
の
宿
の
せ
わ
ヲ
以
テ
案
内
壱
人
」
を
雇
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
名
張

や
そ
の
近
辺
に
も
奈
良
ま
で
の
道
案
内
を
生
業
と
す
る
者
が
存
在
し

た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
大
和
め
ぐ
り
に
限
ら
ず
、
大
和
周
辺
に
は

奈
良
へ
と
誘
導
す
る
案
内
人
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　
案
内
の
シ
ス
テ
ム

　
前
章
で
大
和
に
お
け
る
案
内
人
と
宿
屋
と
の
関
連
を
指
摘
し
た
。

道
中
日
記
か
ら
は
、
案
内
人
が
宿
屋
に
よ
っ
て
斡
旋
さ
れ
て
い
た
こ

【表 4】その他の案内
史料名欄の［　］内の数字は、【表 1】の番号を示す。

日　　付 案内賃 起点～終点 見物・経由地 史料名［表 1№］

寛政9年（1797）1/22

文化10年（1813）6/16

天保12年1841）1/22

嘉永2年（1849）1/25

嘉永2年（1849）

7/9～7/10

嘉永5年（1852）4/8

嘉永5年（1852）1/21

安政6年（1857）2/8

安政6年（1857）2/11

安政6年（1857）2/12

72文

100文

300文

1朱ト100文

山辺

名張～奈良

奈良～法華寺

法華寺～薬師寺

奈良～名張

奈良～法華寺

大野～山辺?

奈良～法隆寺

岡寺～吉野

吉野～学文路

山部赤人墓

笠間･馬場

西大寺･菅原神社･唐招提寺･

薬師寺

鹿野園･鉢伏･田原･杣ノ川･

馬場･小原･笠間

法華寺･西大寺･唐招提寺･薬

師寺･菅原神社･郡山･小泉

多武峯･吉野

宇野･橋本

上方一見手引帳［9］

海陸道順達記［15］

伊勢道中日記控［42］

見聞日記［53］

道中日記［52］

道の記［55］

道中日記 ［57］

道中日記帳［74］

道中日記手控［73］

道中日記手控［73］
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と
を
う
か
が
わ
せ
る
記
事
が
多
数
見
受
け
ら
れ
る
。
本
章
で
は
案
内

人
と
そ
れ
を
斡
旋
・
仲
介
し
て
い
た
業
者
と
の
関
係
を
み
て
い
く
。

　
奈
良
に
お
け
る
案
内
人
の
場
合
、弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
の
『
伊

勢
参
宮
覚
』﹇
46
﹈
に
「
井
と
く
い
や
方
よ
り
案
内
人
を
つ
れ
ま
は

り
け
り
」
と
あ
っ
て
、宿
泊
先
で
案
内
人
を
調
達
し
て
い
る
。
ま
た
、

嘉
永
六
年（
一
八
五
三
）『
伊
勢
西
国
道
中
録
』﹇
61
﹈で
は「
南
良（
奈

良
）
泊
り
中
喰
代
案
内
賃
共
弐
百
八
拾
七
文
」
と
い
う
記
述
が
み
え
、

宿
泊
・
昼
食
を
し
た
宿
屋
で
案
内
人
を
雇
い
、
支
払
い
を
し
た
こ
と

が
わ
か
る
。
加
え
て
、
浪
花
講
で
は
「
小
刀
屋
善
助
」
を
奈
良
の
定

宿
と
し
て
指
定
し
、「
案
内
者
右
小
刀
や
ニ
て
頼
べ
し
」
と
定
宿
帳

で
紹
介
し
て
い
る（

28
）。

　
ま
た
、
弘
化
二
年
の
『
西
杖
日
記
』﹇
48
﹈
で
は
「
長
谷
の
上
田

屋
さ
し
図
に
て
、
三
角
町
升
屋
伊
右
衛
門
へ
舎
り
求
る
に
、
去
り
が

た
き
差
合
有
て
、
綱
屋
市
兵
衛
へ
案
内
し
て
泊
り
、
升
屋
に
長
谷
の

上
田
屋
亭
主
居
合
せ
て
、
か
れ
こ
れ
案
内
者
な
ど
た
の
み
呉
」
と

記
さ
れ
て
お
り
、
宿
泊
予
定
の
升
屋
伊
右
衛
門
で
は
な
く
、
綱
屋
市

兵
衛
に
宿
泊
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
案
内
人
は
升
屋
に
世
話
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）『
伊
勢
参
宮
道
中
記
』

﹇
25
﹈
で
も
「
天
カ
イ
町
豆
腐
屋
庄
七
宅
ヨ
リ
案
内
ヲ
頼
ミ
」「
天
海

町
豆
腐
屋
指
図
ニ
テ
塩
屋
長
兵
衛
方
ニ
泊
リ
」
と
あ
っ
て
、
宿
泊
先

と
は
別
の
宿
屋
で
案
内
を
手
配
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
年
記
を
欠
く

が
﹇
84
﹈
の
道
中
日
記
で
は
「
景
清
門
奈
良
や
嘉
兵
衛
と
い
ふ
者
ニ

休
ミ
こ
ゝ
ニ
而
案
内
を
頼
ミ
」
と
、
昼
食
を
摂
っ
た
宿
屋
で
案
内
を

雇
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
、
宿
泊
者
に
限
ら
ず
宿
屋
で
案
内

の
依
頼
が
で
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
奈
良
見
物
の
案
内
人
は
宿
屋
に
よ
っ
て

斡
旋
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
案
内

人
と
宿
屋
と
の
関
係
は
判
然
と
し
な
い
。
宿
屋
が
案
内
業
を
兼
業
し

て
い
た
、
あ
る
い
は
宿
屋
の
従
業
員
を
案
内
人
と
し
て
派
遣
し
て
い

た
と
い
う
見
解
も
成
り
立
つ
が
、
先
述
の
よ
う
に
、
奈
良
の
案
内
人

は
仲
間
的
な
組
織
に
属
し
て
活
動
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
宿
屋
が
案
内
人
と
提
携
す
る
か
た
ち
で
旅
人
を
斡
旋
し
て
い
た

と
考
え
る
。

　
ま
た
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
の
『
西
騎
旅
録
』﹇
65
﹈
で
は
、

木
津
で
昼
食
後
、
奈
良
に
入
り
案
内
人
を
雇
っ
て
奈
良
見
物
を
し
、

そ
の
夜
は
郡
山
で
宿
泊
し
て
お
り
、
奈
良
で
宿
屋
に
立
ち
寄
っ
た
形

跡
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、案
内
を
得
て
奈
良
見
物
を
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
宿
屋
に
関
わ
り
の
な
い
案
内
人
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
橘
曙
覧
が
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
奈
良

を
訪
れ
た
折
に
案
内
を
雇
っ
て
見
物
し
て
い
る
が
、そ
の
紀
行
文『
さ
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か
き
の
か
を
り
』﹇
77
﹈
に
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る（

29
）。

猿
沢
の
池
き
よ
ら
か
な
り
。
衣
か
け
の
柳
と
い
ふ
あ
り
。
此
ほ

と
り
に
せ
う
や
う
し
を
る
程
あ
な
い
す
る
事
を
わ
ざ
と
す
る
も

の
の
一
人
き
て
、
あ
な
い
さ
せ
よ
と
い
ふ
。
や
が
て
そ
れ
や
と

ひ
て
、
さ
き
に
た
た
せ
行
。

こ
の
文
章
は
、
猿
沢
池
畔
で
客
引
き
を
す
る
案
内
人
が
存
在
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
い
わ
ば
「
流
し
」
の
案
内
人
で
あ
る
。
奈
良
に

お
い
て
は
、
宿
屋
の
仲
介
に
よ
ら
ず
と
も
案
内
人
を
雇
う
こ
と
は
可

能
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
流
し
の
案
内
人
も
、
宿
屋
の
要
請
が
あ
れ
ば
、

宿
屋
か
ら
客
を
と
っ
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。

　
境
内
・
山
内
案
内
人
に
関
し
て
は
、
前
章
二
節
で
述
べ
た
通
り
、

法
隆
寺
・
長
谷
寺
・
三
輪
神
社
で
宿
屋
に
よ
る
案
内
人
の
手
配
が
確

認
さ
れ
、
多
武
峯
で
は
茶
店
で
案
内
を
依
頼
し
て
い
る
。

　
大
和
め
ぐ
り
の
案
内
人
に
つ
い
て
は
、
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）

の
『
伊
勢
参
宮
道
中
記
』﹇
4
﹈
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る（

30
）。

な
ら
出
立
之
節
、
吉
兵
衛
と
申
者
壱
人
金
壱
歩
百
文
に
雇
宿
紅

鶴
や
新
蔵
よ
り
始
末
手
形
請
取
、
大
和
廻
り
高
屋
山
大
坂
迄
、

荷
物
為
持
召
連
申
候

こ
の
記
述
か
ら
は
、
案
内
人
が
宿
屋
を
介
し
て
雇
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
読
み
と
れ
る
が
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
宿
紅
鶴
や
新
蔵
は
木
銭
宿
で

あ
り
、
旅
籠
に
限
ら
ず
木
銭
宿
を
も
含
む
宿
泊
施
設
で
、
案
内
人
を

斡
旋
し
て
い
た
事
実
が
判
明
す
る
。
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
の
道

中
日
記﹇
57
﹈で
は
法
隆
寺
で
大
坂
迄
の
案
内
を
雇
っ
て
い
る
が
、「
か

せ
や
の
内
よ
り
大
和
廻
り
て
大
坂
迄
、
拾
人
ニ
而
代
一
貫
貳
百
文
ニ
而

案
内
取
、
證
文
受
取
、
是
よ
り
荷
物
持
せ
行
な
り
」
と
あ
っ
て
、
こ

れ
も
宿
屋
で
案
内
人
と
契
約
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
先
述
の
文
珠

四
郎
包
常
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
土
産
物
屋
な
ど
が
案
内
人
を
斡
旋

す
る
行
為
も
認
め
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
旅
人
が
案
内
を
雇
う
方
法
と
し
て
は
、
宿
屋
な

ど
に
斡
旋
を
依
頼
す
る
か
、
流
し
の
案
内
人
に
直
接
交
渉
す
る
か
の

二
通
り
が
基
本
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
者
の
料
金
や
案
内
内

容
に
つ
い
て
、
明
確
な
差
異
を
見
い
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
そ

ら
く
、
見
物
場
所
や
料
金
に
つ
い
て
は
、
旅
人
と
案
内
人
の
相
対
に

よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

四
　
案
内
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

　
近
世
後
期
に
至
り
、
案
内
人
の
需
要
が
高
ま
っ
て
く
る
一
方
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
る
。奈
良
奉
行
川
路
聖
謨
は
、

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
三
月
五
日
付
の
『
寧
府
紀
事（

31
）』

で
、
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な
ら
の
堂
社
案
内
と
い
ふ
も
の
旅
人
を
あ
さ
む
き
て
、
い
ろ

〳
〵
の
こ
と
を
す
る
也
、
甚
敷
は
旅
人
の
欠
込
訴
な
と
す
る
、

い
か
に
製
し
て
も
不
止
、
よ
つ
て
工
夫
を
し
て
旅
人
宿
江
は
り

出
し
を
さ
せ
た
り
、
旅
人
を
あ
さ
む
く
み
ち
案
内
あ
ら
は
早
々

可
申
出
、
直
に
召
捕
よ
し
を
所
々
へ
は
り
か
み
を
し
た
り

と
述
べ
て
お
り
、
旅
人
に
対
し
て
不
正
を
働
く
悪
質
な
案
内
人
の
増

加
が
認
め
ら
れ
る
。
奈
良
に
お
け
る
案
内
人
の
旅
人
に
対
す
る
粗
暴

な
振
舞
い
に
つ
い
て
は
、
第
一
章
で
掲
出
し
た
宝
永
五
年
（
一
七
〇

九
）
の
町
触
で
も
う
か
が
え
る
が
、
幕
末
に
は
そ
れ
に
加
え
て
案
内

の
シ
ス
テ
ム
に
関
わ
る
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。

諸
国
よ
り
奈
良
町
江
入
来
候
旅
人
を
寺
社
案
内
致
候
砌
、
刻
限

早
キ
節
者
当
所
ニ
止
宿
相
成
候
様
無
益
之
廻
り
道
等
い
た
し
、

隙
取
由
候
儀
も
有
之
由
、
右
躰
之
儀
鋪

（
致
カ
）

間
敷
ハ
勿
論
之
儀
、

旅
人
施
薬
又
者
守
札
三
社
佗

（
託
カ
）

宣
、
其
外
品
々
と
も
申
勧
メ
相

求
さ
せ
候
趣
、
重
事
ニ
お
ゐ
て
ハ
不
埒
之
至
り
ニ
候
、
案
内
之

も
の
共
儀
、
旅
人
之
貴
賤
を
不
撰
案
内
を
乞
候
ハ
ヽ
、
旅
人
渋

難
不
致
様
実
事躰

ニ
案
内
致
、
産
物
商
人
共
方
ニ
於
も
、
旅
人
不

存
ニ
張

（
強
カ
）而

調
物
等
相
進
メ
間
敷
候
、
案
内
之
も
の
共
儀
も
商
人

之
儀
ハ
有
躰
ニ
申
間
敷
教
江
遣
、
依
怙
贔
屓
ヲ
以
相
違
之
案
内

致
間
敷
、
若
不
正
之
儀
相
聞
候
ハ
ヽ
、
当
人
者
勿
論
案
内
世
話

方
且
町
役
人
迄
も
吟
味
之
上
急
度
可
申
付
候

右
之
趣
不
洩
様
町
々
江
口
達
可
致
候

右
之
段
被
仰
出
候
間
、
町
役
人
よ
り
末
々
迄
も
不
洩
様
被
申
渡

候
、
以
上

　
　
　

嘉
永
二
酉
三
月
廿
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
代

如
斯
町
々
門
々
江
宇
陀
紙
弐
枚
継
ニ
い
た
し
相
認
張
置
、

往
来
難
義
不
致
様
取
計
可
致
候
様
惣
年
寄
被
申
渡
候

こ
れ
は
、
嘉
永
二
年
、
奈
良
町
中
に
出
さ
れ
た
町
触
で
あ
る（

32
）。

前
述

の
『
寧
府
紀
事
』
を
勘
案
す
れ
ば
、
川
路
聖
謨
が
命
じ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
触
か
ら
は
、
案
内
人
が
旅
人
を
奈
良
に
宿
泊
さ
せ
る
た

め
、
わ
ざ
と
遠
回
り
を
し
て
時
間
稼
ぎ
を
し
た
り
、
薬
や
守
札
な
ど

の
購
入
を
強
要
し
て
い
る
実
態
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。前
章
で
、

宿
屋
が
旅
人
に
対
し
て
案
内
人
の
斡
旋
を
行
っ
て
い
た
事
実
を
取
り

上
げ
た
が
、
本
史
料
か
ら
は
、
案
内
人
が
旅
人
に
対
し
て
宿
泊
や
土

産
物
を
斡
旋
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
は
、
宿
屋
な
ど

と
案
内
人
が
相
互
に
利
益
を
獲
得
で
き
る
仕
組
み
が
成
立
し
て
い
た

こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
案
内
人
は
土
産
物
屋
な
ど
と
結
託
し
、
旅
人

に
損
害
を
与
え
て
い
る
事
実
も
判
明
す
る
。
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道
中
日
記
で
は
、
奈
良
見
物
に
お
い
て
刃
物
屋
に
立
ち
寄
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
。
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
の
道
中
日
記

﹇
30
﹈
で
は
、
案
内
人
を
雇
い
見
物
の
途
中
「
奈
良
本
家
兼
物
屋
参

候
処
、
此
処
ニ
て
ハ
御
求
被
下
間
敷
候
、
兼
物
類
ハ
京
ニ
て
御
買
被

成
候
」
と
、
買
い
物
予
定
の
な
い
店
に
案
内
さ
れ
て
い
る
。
嘉
永
六

年
（
一
八
五
三
）
の
道
中
日
記
﹇
60
﹈
も
奈
良
で
案
内
を
雇
い
、
三

条
之
小
鍛
冶
本
家
宗
禄
で
小
刀
壱
丁
を
購
入
し
て
い
る
。
こ
の
道
中

日
記
で
は
、
鍛
冶
屋
へ
案
内
人
の
誘
導
が
あ
っ
た
か
否
か
は
判
然
と

し
な
い
が
、
案
内
人
が
土
産
物
の
周
旋
を
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、奈
良
の
名
産
を
扱
う
土
産
物
屋
が
、

旅
人
を
自
店
に
誘
導
す
る
た
め
に
、
案
内
人
と
提
携
を
し
て
い
た
と

考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
大
和
め
ぐ
り
に
お
い
て
も
、
案
内
人
・
宿
屋
・
旅
人
の
間

で
揉
め
事
が
発
生
し
て
い
る
。
大
坂
の
旅
籠
平
野
屋
佐
吉
が
講
元
と

な
っ
た
『
定
宿
附
』
に
は
、
旅
人
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
注
意
が
記

さ
れ
て
い
る（

33
）。

一
な
ら
よ
り
大
坂
迄
大
和
廻
り
い
た
し
五
十
里
の
間
、
荷
か
つ

ぎ
道
案
内
の
も
の
賃
銭
弐
貫
文
位
の
安
直
に
て
御
連
被
成
候

様
進
メ
申
候
共
、
決
而
御
や
と
ひ
御
無
用
ニ
御
座
候
、
道
中

す
じ
飯
も
り
女
を
進
メ
御
泊
り
中
飯
等
迄
口
銭
を
取
、
大
坂

宿
も
口
銭
遣
し
候
宿
へ
引
込
、
な
れ
合
ニ
て
い
ろ
〳
〵
し
つ

ぼ
う
切
候
間
、
御
つ
れ
被
遊
候
ハ
ヽ
御
用
心
被
成
候

ま
た
、
平
野
屋
佐
吉
が
講
元
の
別
版
『
定
宿
附
』
に
も
次
の
よ
う
な

注
意
喚
起
が
さ
れ
て
い
る（

34
）。

一
東
国
御
旦
那
様
方
い
せ
御
参
宮
よ
り
大
和
七
在
所
御
廻
り
被

遊
候
ミ
ぎ
り
、
荷
か
つ
ぎ
道
案
内
と
申
も
の
よ
く
御
や
と
ひ

被
遊
候
、
此
道
案
内
之
も
の
あ
ざ
名
「
し
や
う
か
ん
」
と
申

触
し
候
、
右
あ
ざ
名
能
承
り
合
候
処
、
奈
良
よ
り
大
和
七
在

所
不
残
御
参
詣
高
野
山
御
廻
り
大
坂
迄
之
道
の
り
四
十
八
り

ニ
御
座
候
処
、
七
十
八
里
も
御
座
候
趣
申
立
、
賃
銭
や
す
く

仕
御
や
と
ハ
せ
申
、
四
日
半
五
日
に
て
大
坂
迄
御
越
之
出
来

候
処
、
六
日
七
日
も
御
供
仕
、
其
間
ニ
道
中
筋
ニ
而
口
銭
を

取
御
案
内
申
、御
路
用
金
為
遣
申
ス
噂
、右
故「
し
や
う
か
ん
」

と
あ
ざ
名
付
候
由
御
座
候
間
、
御
旦
那
様
方
御
や
と
ひ
御
召

連
被
遊
候
得
ハ
能
々
御
こ
ゝ
ろ
得
可
被
遊
候
や
う
奉
存
候

こ
れ
ら
の
定
宿
附
に
よ
れ
ば
、
大
和
め
ぐ
り
の
案
内
人
が
口
銭
を
得

る
た
め
に
、
遅
延
行
為
を
し
た
り
、
飯
盛
宿
な
ど
を
旅
人
に
紹
介
し

て
い
る
様
子
が
あ
り
、
案
内
人
の
悪
質
な
行
為
が
大
和
国
内
に
留
ま

ら
ず
広
域
的
に
問
題
化
し
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、
出
版
元
は
不
明

で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
平
野
屋
佐
吉
が
出
し
た
と
思
わ
れ
る
「
い
せ
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よ
り
大
坂
ま
で
道
中
筋
心
得
の
事
」
と
い
う
一
枚
刷
で
は
、
大
和
め

ぐ
り
の
案
内
人
の
み
な
ら
ず
、
奈
良
の
案
内
人
に
つ
い
て
も
悪
質
な

行
為
を
訴
え
て
い
る（

35
）。

又
な
ら
に
て
案
内
を
取
事
又
ハ
や
ま
と
案
内
御
頼
も
御
無
用
、

此
案
内
を
御
頼
被
成
候
者
又
々
女
郎
屋
や
舩
宿
へ
す
ゝ
め
、
是

も
三
匁
の
口
銭
取
候
ゆ
へ
、
案
内
御
た
の
ミ
御
無
用
、
又
な
ら

に
て
奈
ら
刀
な
ど
又
打
物
と
申
い
つ
わ
り
御
す
ゝ
め
申
候
と

も
、
け
つ
し
て
御
買
御
無
用
、
又
是
も
御
買
被
成
候
者
壱
貫
文

ニ
付
三
百
文
の
口
銭
を
と
り
候
、
依
之
第
一
な
ら
に
て
御
通
り

の
節
と
く
と
御
心
得
之
事
ニ
御
座
候

こ
の
文
章
か
ら
は
、
奈
良
の
案
内
人
に
よ
っ
て
宿
屋
の
斡
旋
、
土
産

物
の
周
旋
が
行
わ
れ
て
い
た
実
態
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、

大
坂
の
旅
籠
が
大
和
の
案
内
人
に
つ
い
て
悪
態
を
訴
え
る
背
景
に

は
、
奈
良
・
大
坂
間
の
宿
屋
・
茶
店
・
土
産
物
屋
同
士
に
よ
る
客
引

き
や
利
益
誘
導
が
あ
る
。
前
述
の
『
定
宿
附（

36
）』

に
は
、

大
和
所
々
宿
茶
屋
之
内
又
ハ
御
参
詣
所
案
な
い
の
も
の
荷
か
つ

ぎ
道
あ
ん
な
い
の
も
の
ど
も
私
方
大
ニ
相
そ
ね
み
、
い
ろ
〳
〵

と
跡
か
た
も
御
座
な
く
候
悪
口
を
申
、
御
旅
人
方
の
御
こ
ゝ
ろ

を
ま
よ
わ
し
、
大
坂
外
宿
へ
御
さ
し
づ
御
案
内
仕
候
も
の
御
座

候
、
そ
の
義
決
而
御
ま
よ
ひ
な
く
御
尋
被
成
下
、
御
入
宿
の
ほ

ど
く
れ
〳
〵
も
奉
頼
候

と
い
う
一
文
が
あ
り
、
平
野
屋
に
よ
る
旅
人
へ
の
注
意
喚
起
も
、
案

内
人
が
他
所
の
宿
屋
へ
客
を
送
り
込
む
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
策

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
坂
の
宿
屋
と
奈
良
の
案
内
人
間
の
客

引
き
争
い
は
、
次
第
に
激
化
し
て
い
っ
た
よ
う
で
、
平
野
屋
板
行
の

出
版
物
が
ど
の
程
度
事
実
を
伝
え
て
い
る
の
か
疑
問
で
は
あ
る
が
、

東
国
の
伊
勢
参
宮
者
な
ど
、
大
和
の
地
理
に
不
案
内
な
旅
人
が
増
加

す
る
に
つ
れ
て
、
案
内
を
生
業
と
す
る
者
も
増
加
し
、
質
の
低
下
が

生
じ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。『
寧
府
紀
事
』
の
嘉
永
元
年
（
一
八

四
八
）
四
月
二
十
六
日
付
の
記
事
に（

37
）、

大
坂
の
宿
屋
と
奈
良
の
案
内

人
間
の
抗
争
の
様
子
と
、案
内
人
の
悪
行
に
対
す
る
判
決
が
み
え
る
。

旅
人
の
名
所
の
案
内
し
て
く
ら
す
も
の
七
十
人
余
あ
り
、
夫
ら

か
た
と
へ
は
途
中
に
而
宮
方
の
築
地
わ
き
へ
田
舎
も
の
ゝ
小
便

す
る
を
み
つ
け
て
お
ど
し
銭
を
と
り
、
強
而
案
内
者
に
な
り
て

銭
を
貪
る
種
々
の
悪
法
あ
る
に
よ
り
て
、
其
頭
取
を
呼
出
し
而

一
通
り
糾
之
上
白
洲
江
廻
し
、
彼
ら
か
書
付
に
て
は
案
内
者
の

風
俗
は
よ
け
れ
と
も
、
大
坂
に
て
な
ら
の
案
内
者
と
い
ふ
も
の

は
不
宜
由
を
板
行
に
い
た
し
候
由
等
申
立
あ
る
に
よ
り
て
、
夫

ま
て
に
わ
か
支
配
所
を
悪
敷
申
さ
す
る
と
い
ふ
は
い
か
成
こ
と

に
や
、
わ
か
内
々
糾
之
趣
な
く
は
大
坂
の
板
本
よ
り
は
大
に
あ
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ら
し
、以
後
は
無
理
は
せ
ぬ
か
と
い
ひ
し
に
深
く
恐
れ
入
た
り
、

よ
つ
て
頭
取
は
ゆ
る
し
、
田
舎
も
の
よ
り
無
理
成
銭
を
と
り
た

る
も
の
三
人
は
入
牢
申
付
た
り
、
こ
れ
に
て
わ
か
勤
役
中
は
博

奕
止
、
あ
し
き
案
内
は
せ
ぬ
な
る
へ
し

こ
の
よ
う
に
案
内
人
の
悪
行
は
、
地
理
に
不
案
内
な
旅
人
を
手
引
き

す
る
と
い
う
案
内
人
特
有
の
機
能
を
逆
手
に
と
っ
た
行
為
で
あ
る
。

　
大
和
の
案
内
人
の
低
質
化
は
、
案
内
人
の
増
加
に
よ
る
底
辺
の
拡

大
と
、案
内
人
と
宿
屋
・
土
産
物
屋
と
の
関
係
に
要
因
が
あ
る
と
い
っ

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
述
べ
た
通
り
、
案
内
人
は
宿
屋
や
茶

店
・
土
産
屋
に
よ
っ
て
旅
人
に
斡
旋
さ
れ
、
案
内
人
は
そ
れ
ら
の
宿

屋
へ
旅
人
を
斡
旋
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
構
図
が
、
案
内
人
対
旅

人
の
み
な
ら
ず
、案
内
人
と
大
坂
の
宿
屋
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
誘
発
し
、

案
内
人
の
悪
評
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

五
　
案
内
人
の
意
義

　
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
の
『
伊
勢
参
宮
所
々
名
所
並
道
法
道
中

記
』﹇
8
﹈
に
は
、「
大
和
七
大
寺
な
ら
び
に
大
坂
ま
で
案
内
進
め
申

し
候
間
受
合
申
す
ま
じ
く
候
、道
中
記
の
通
り
間
違
い
御
ざ
な
く
候（

38
）」

と
、
道
中
案
内
記
を
所
持
し
て
い
れ
ば
、
大
和
め
ぐ
り
に
案
内
人
は

不
要
で
あ
る
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
土
地
に
不
案

内
な
旅
人
が
確
実
に
複
数
の
社
寺
・
名
所
を
巡
り
、
知
見
を
広
め
る

た
め
に
は
、
案
内
人
を
雇
う
の
が
よ
り
有
効
で
あ
ろ
う
。

　
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
に
作
成
さ
れ
た
『
奈
良
名
所
子
供
案
内（

39
）』

は
、子
供
の
案
内
人
が
猿
沢
池
畔
か
ら
春
日
社
、若
草
山
麓
、東
大
寺
、

興
福
寺
を
、
寺
社
の
由
来
や
伝
説
、
建
物
や
宝
物
等
に
つ
い
て
、
掛

詞
や
洒
落
・
古
歌
を
織
り
交
ぜ
説
明
し
な
が
ら
、
手
引
き
し
て
い
る
。

本
書
は
、
子
供
の
案
内
人
に
仮
託
し
た
、
奈
良
名
所
案
内
記
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
子
供
の
案
内
人
の
存
在
も
否
定
で
き
な
い
。
旅
人

と
の
会
話
形
式
で
構
成
さ
れ
、
案
内
の
コ
ー
ス
や
、
案
内
人
の
知
識

量
・
教
養
の
高
さ
な
ど
、
奈
良
に
お
け
る
案
内
の
実
態
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
こ
の
中
で
は
、
由
来
な
ど
に
関
し
て
物
語
的
な
案
内
も
さ
れ
て
い

る
が
、
観
光
す
る
に
あ
た
っ
て
現
地
で
実
用
に
供
す
る
情
報
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
左
府
の
森
で
は
「
も
り
て
の
よ
い
此

茶
屋
で
素
麺
な
り
と
も
あ
が
り
ま
せ
ぬ
か
」、
春
日
参
詣
に
際
し
て

は
「
上
に
ハ
水
も
不
自
由
ニ
ご
ざ
り
ま
す
、
此
水
に
て
御
手
水
な
さ

り
ま
せ
」「
御
神
楽
ハ
百
文
宛
、九
十
六
ま
で
い
き
た
く
バ
鈴
い
た
ゞ

い
て
ご
ざ
り
ま
せ
」、
水
屋
社
で
は
「
是
が
末
社
の
仕
廻
で
ご
ざ
り
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ま
す
、
是
か
ら
先
ハ
東
大
寺
、
跡
ハ
水
屋
の
此
茶
屋
で
少
々
御
休
ミ

被
成
ま
せ
」、
二
月
堂
で
は
「
あ
ら
た
な
牛
王
が
御
ざ
り
ま
す
」、
東

大
寺
で
は
「
さ
あ
〳
〵
皆
さ
ま
、
茶
の
銭
の
い
ら
ぬ
施
茶
が
あ
る
、

御
茶
も
た
ば
こ
も
あ
が
り
ま
せ
」
と
勧
め
る
場
面
が
あ
る
。
こ
れ
ら

は
、
案
内
人
の
役
割
を
如
実
に
表
し
て
い
る
。
近
世
後
期
に
は
種
々

の
道
中
案
内
記
が
出
版
さ
れ
全
国
的
に
流
布
し
て
お
り
、
旅
人
は
事

前
に
そ
れ
ら
を
入
手
し
、
情
報
や
知
識
を
得
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ

た
が
、
こ
こ
に
示
し
た
事
柄
は
、
道
中
案
内
記
で
は
果
た
し
難
い
も

の
で
あ
る
。
休
所
や
手
水
の
場
所
を
把
握
し
、
素
麺
や
茶
な
ど
を
勧

め
た
り
、
神
楽
や
牛
王
宝
印
の
受
け
方
を
教
示
す
る
な
ど
、
現
場
で

必
要
と
な
っ
て
く
る
情
報
を
適
宜
提
供
す
る
こ
と
が
、
案
内
人
の
大

き
な
役
割
で
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、「
御
国
元
へ
の
土
産
、
奈

良
晒
、
油
煙
墨
、
悪
魔
を
払
ふ
文
珠
四
郎
打
も
の
御
望
ハ
御
ざ
り
ま

せ
ん
か
」「
奈
良
ま
ん
ち
う
召
て
御
口
い
わ
ヰ
被
成
ま
せ
」
と
、
土

産
物
を
勧
め
る
な
ど
旅
人
の
消
費
を
促
す
行
為
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ

は
、
旅
人
に
対
し
て
奈
良
の
名
産
を
紹
介
す
る
と
い
う
側
面
と
と
も

に
、
地
元
の
経
済
活
動
へ
の
貢
献
と
い
っ
た
面
も
存
在
す
る
。

　
ほ
か
に
も
名
所
記
や
道
中
案
内
記
で
は
果
た
し
得
な
い
、
案
内
人

の
機
能
と
し
て
は
、
本
道
か
ら
離
れ
た
場
所
の
見
物
・
移
動
、
時
間

や
体
力
に
制
約
が
あ
る
場
合
の
近
道
利
用
、
不
慮
の
事
故
に
よ
る
迂

回
通
行
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。『
海
陸
道
順
達
記
』﹇
15
﹈
に
は
、「
今

日
よ
り
二
日
目
京
都
へ
着
い
た
し
度
ニ
付
、
某
等
少
々
道
ヲ
急
キ
候

儘
、
早
や
道
ニ
て
も
有
之
哉
、
問
申
シ
け
れ
バ
、
此
案
内
之
申
シ
ケ

ル
ハ
、
成
る
ほ
ど
早
や
道
有
之
候
、
格
別
な
る
義
も
無
之
候
得
共
、

弐
り
半
計
ち
か
し
と
也
」
と
、
案
内
人
に
よ
る
近
道
の
誘
導
が
み
え

る
。
ま
た
、『
山
海
日
記
』﹇
23
﹈
の
記
述
に
、
聖
武
天
皇
陵
は
「
案

内
な
く
て
ハ
い
れ
ず
と
い
へ
ば
こ
ゝ
に
て
拝
ミ
て
か
へ
り
ぬ
」
と
あ

り
、
案
内
人
を
伴
っ
て
い
な
け
れ
ば
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
場
所
が

存
在
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
里
程
や
宿
場
の
施
設
、
宿
屋

の
状
況
な
ど
の
情
報
は
、
道
中
案
内
記
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
が
、
土

地
・
時
に
応
じ
た
最
新
・
最
適
な
情
報
は
現
地
の
人
間
か
ら
得
る

の
が
確
実
で
あ
り
、
案
内
人
を
雇
う
利
点
は
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
案
内
人
で
あ
れ
ば
、
道

中
案
内
記
に
記
載
の
な
い
情
報
も
聞
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

道
中
日
記
に
は
「
其
外
旧
跡
案
内
ニ
聞
べ
し
」﹇
85
﹈、「
奈
良
之
儀

は
名
処
多
候
間
縁
起
並
ニ
案
内
等
ニ
委
御
尋
御
尤
之
儀
ニ
候
」﹇
51
﹈

な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
奈
良
名
所
子
供
案
内
』
に
「
く

わ
し
き
事
ハ
名
所
記
御
も
と
め
被
成
ま
せ
」
と
の
一
言
も
あ
り
、
案

内
人
と
道
中
案
内
記
は
、
互
い
の
機
能
に
欠
け
て
い
る
部
分
を
補
完

し
あ
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
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ま
た
逆
に
、
案
内
人
を
雇
う
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
弊
害
も
存
在

す
る
。
案
内
人
を
伴
う
こ
と
で
、
旅
人
の
意
思
に
よ
る
行
動
が
制
限

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
行
動
範
囲
が
限
定
さ
れ
て
く
る
。
ま
た
、

旅
人
の
行
動
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
案
内
人
に
よ
る
一
定
の

宿
屋
へ
の
誘
導
や
土
産
物
購
入
の
強
要
な
ど
の
悪
質
行
為
が
行
わ
れ

る
結
果
を
招
い
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
道
中
日
記
か
ら
、
大
和
に
お
け
る
旅
人
の
行
動
と
案
内
人
の
役
割

に
つ
い
て
検
証
し
た
。
未
だ
不
十
分
な
点
も
多
い
が
、
結
論
と
課
題

を
述
べ
、
終
わ
り
と
し
た
い
。

　
近
世
の
旅
は
大
衆
化
し
娯
楽
的
要
素
が
多
い
が
、
一
方
で
知
的
好

奇
心
を
充
足
さ
せ
る
た
め
、
実
用
的
な
情
報
収
集
の
た
め
の
学
習
型

の
旅
で
も
あ
る
。
道
中
日
記
に
は
旅
人
た
ち
が
新
た
な
知
識
を
学
び

と
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
随
所
に
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
旅
人
の

関
心
は
現
地
で
の
見
聞
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
。
現
地
で
の
見
聞

を
助
け
た
の
が
案
内
人
で
あ
る
。
大
和
で
は
、
見
聞
を
広
め
る
た
め

の
情
報
を
提
供
す
る
案
内
人
が
、旅
人
の
需
要
に
応
じ
る
か
た
ち
で
、

各
地
に
出
現
し
て
い
る
。

　
大
和
に
お
け
る
案
内
人
は
、
元
禄
期
に
は
出
現
し
て
い
る
が
、
東

国
か
ら
の
伊
勢
参
宮
者
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
多
様
化
し
、
奈
良
の

み
な
ら
ず
、
各
寺
社
や
大
和
周
辺
に
お
い
て
も
活
発
に
活
動
し
て
い

る
。
と
く
に
、
奈
良
や
寺
社
境
内
・
山
内
で
は
、
案
内
人
は
諸
社
寺
・

名
所
へ
旅
人
を
誘
導
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
由
緒
や
風
景
な
ど
の
解

説
、
参
拝
手
順
の
教
示
や
土
産
物
の
斡
旋
な
ど
、
観
光
ガ
イ
ド
と
し

て
機
能
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
旅
の
多
様
化
、
旅
人
の
知
的
欲
求
の

高
ま
り
、
情
報
獲
得
へ
の
旺
盛
な
意
欲
に
よ
っ
て
、
案
内
に
も
観
光

ガ
イ
ド
的
な
要
素
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
大
和
め
ぐ
り
の
案
内
人
は
、
道
案
内
・
荷
持
ち
と
い
っ
た
機

能
に
主
眼
が
置
か
れ
、社
寺
境
内
の
案
内
人
と
は
分
業
化
し
て
い
る
。

大
和
め
ぐ
り
は
、
コ
ー
ス
が
定
型
化
さ
れ
て
お
り
、
西
国
巡
礼
者
な

ど
西
側
お
よ
び
南
側
か
ら
大
和
に
入
っ
て
く
る
旅
人
に
対
し
て
は
対

応
し
て
い
な
い
。奈
良
で
は
見
物
の
コ
ー
ス
が
定
型
化
し
て
い
る
が
、

案
内
人
の
普
及
に
よ
る
も
の
か
、
道
中
案
内
記
な
ど
の
影
響
に
よ
る

も
の
か
ま
で
は
、
判
明
し
て
い
な
い
。

　
い
ず
れ
の
案
内
人
も
、
宿
屋
の
関
与
が
認
め
ら
れ
、
土
産
物
屋
と

の
提
携
も
う
か
が
わ
れ
る
。
大
和
の
案
内
人
と
宿
屋
・
土
産
物
屋
と

の
結
託
が
、
案
内
人
の
低
質
化
に
繋
が
り
、
大
坂
の
宿
屋
と
の
間
に

も
客
引
き
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
を
発
生
さ
せ
た
と
み
ら
れ
る
。
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大
和
は
社
寺
や
旧
跡
が
多
在
し
、
土
地
に
不
案
内
な
旅
人
が
、
限

ら
れ
た
日
数
で
巡
る
に
は
相
当
の
予
備
知
識
を
必
要
と
す
る
。
し
た

が
っ
て
、
円
滑
且
つ
安
全
に
大
和
を
巡
ろ
う
と
す
れ
ば
、
案
内
人
を

利
用
す
る
こ
と
は
簡
便
で
有
効
な
手
段
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
案
内

人
を
雇
わ
ず
に
奈
良
見
物
や
大
和
め
ぐ
り
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も

事
実
で
あ
る
。
旅
人
の
事
前
学
習
・
情
報
収
集
能
力
如
何
で
は
、
旅

人
の
意
思
に
よ
る
広
範
囲
の
行
動
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し

て
い
る
。
ま
た
、
近
世
中
期
以
降
は
街
道
施
設
も
整
い
、
と
く
に
東

大
寺
大
仏
復
興
以
後
観
光
都
市
化
さ
れ
た
奈
良
に
お
い
て
は
、
道
に

迷
っ
た
り
、
休
泊
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
り
と
い
う
事
態
は
考
え
難

く
、
奈
良
の
案
内
人
に
道
案
内
と
い
う
役
割
を
期
待
す
る
旅
人
は
少

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
く
に
、
奈
良
や
諸
社
寺
に
お

い
て
は
、
知
識
や
情
報
の
享
受
を
目
的
に
案
内
人
を
雇
う
ケ
ー
ス
が

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
旅
人
の
知
見
の
広
ま
り
は
、

寺
社
に
お
け
る
宝
物
拝
見
や
縁
起
・
絵
図
の
購
入
な
ど
の
行
為
に
み

て
と
れ
、
旅
人
の
旅
に
対
す
る
意
識
の
向
上
が
、
案
内
人
の
観
光
ガ

イ
ド
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
案
内
人
の
需
要
が
増
加
し
、
活
動
が
活
発
に
な
る
に
つ

れ
、
旅
人
に
対
す
る
横
暴
な
行
為
や
口
銭
の
授
受
、
大
坂
の
宿
屋
と

の
客
引
き
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
し
た
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
明
治
期
以
降
、
案
内
人
規
則
の
制
定
、

警
察
に
よ
る
取
締
り
の
対
象
に
ま
で
発
展
し
て
お
り
、
継
続
的
に
検

証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
和
に
お
け
る
観
光
の
変
質
を
探
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
の
機

会
に
稿
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

　註（
1
）
山
本
光
正
「
旅
日
記
に
み
る
近
世
の
旅
に
つ
い
て
」（『
交
通
史
研
究
』

一
三
、
一
九
八
五
年
）、
桜
井
邦
夫
「
近
世
に
お
け
る
東
北
地
方
か
ら

の
旅
」（『
駒
沢
史
学
』
三
四
、
九
八
六
年
）、
小
松
芳
郎
「
道
日
記
に

み
る
伊
勢
参
宮
―
近
世
後
期
か
ら
明
治
期
を
通
し
て
―
」（『
信
濃
』

三
八
―
一
〇
、
一
九
八
六
年
）、
小
野
寺
淳
「
道
中
日
記
に
み
る
伊
勢

参
宮
ル
ー
ト
の
変
遷
―
関
東
地
方
か
ら
の
場
合
―
」（『
筑
波
大
学
人

文
地
理
学
研
究
』
一
四
、
一
九
九
〇
年
）、
田
中
智
彦
「
道
中
日
記
に

み
る
畿
内
・
近
国
か
ら
の
社
寺
参
詣
」（『
交
通
史
研
究
』
四
九
、
二

〇
〇
二
年
）

（
2
）
桜
井
邦
夫
「
旅
日
記
に
見
る
近
世
の
旅
と
宿
泊
」（『
交
通
史
研
究
』

四
九
、
二
〇
〇
二
年
）、
高
橋
陽
一
「
多
様
化
す
る
近
世
の
旅
―
道
中

記
に
見
る
東
北
人
上
方
旅
行
―
」（『
歴
史
』
九
七
、
二
〇
〇
一
年
）、

鎌
田
道
隆「
近
世
的
旅
観
の
形
成
―
伊
勢
参
り
の
旅
―
」（『
奈
良
史
学
』

二
七
、
二
〇
一
〇
年
）

（
3
）
山
本
光
正
「
諸
国
人
に
と
っ
て
の
江
戸
―
社
寺
参
詣
人
を
中
心
に
―
」
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（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
四
、
一
九
八
七
年
）、
前
掲

（
2
）
高
橋
陽
一
論
文

（
4
）
大
久
保
信
治
「
江
戸
時
代
奈
良
の
旅
籠
屋
仲
間
の
問
題
」（『
ビ
ブ
リ
ア
』

七
四
、一
九
八
〇
年
）、山
田
浩
之
「
近
世
大
和
の
参
詣
文
化
―
案
内
記
・

絵
図
・
案
内
人
を
例
と
し
て
―
」（『
神
道
宗
教
』
一
四
六
、
一
九
九

二
年
）、
古
川
聡
子
「
近
世
奈
良
町
の
都
市
経
済
と
東
大
寺
復
興
」『
ヒ

ス
ト
リ
ア
』
一
六
九
、
一
九
九
九
年
）、
古
川
聡
子
「
近
世
奈
良
町
に

お
け
る
都
市
政
策
の
展
開
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
九
一
、二
〇
〇
四
年
）

（
5
）
前
掲
（
1
）
山
本
光
正
論
文
七
九
〜
八
〇
頁

（
6
）
土
井
忠
生
・
森
田
武
・
長
南
実
編
訳
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』（
岩
波
書
店
、

一
九
八
〇
年
）
二
七
頁

（
7
）
平
井
良
朋
「
近
世
奈
良
地
誌
小
考
」（
一
）〜（
四
）（『
大
和
文
化
研
究
』

九
―
八
・
九
―
一
一
、
一
九
六
四
年
、
一
一
―
一
一
、
一
九
六
六
年
、

一
三
―
一
二
、
一
九
六
八
年
）、
平
井
良
朋
「
汎
大
和
近
世
地
誌
小
考
」

（
一
）（
二
）（『
大
和
文
化
研
究
』一
四
―
六
・
一
四
―
九
、一
九
六
九
年
）、

吉
海
直
人
「「
絵
図
屋
庄
八
」
に
つ
い
て
―
近
世
以
降
の
奈
良
出
版
文

化
史
管
見
」（
同
志
社
女
子
大
学
『
学
術
研
究
年
報
』
四
四
―
四
、
一

九
九
三
年
）、
山
近
博
義
「
近
世
奈
良
の
都
市
図
と
案
内
記
類
―
そ
の

概
要
お
よ
び
観
光
と
の
関
わ
り
―
」（『
奈
良
女
子
大
学
地
理
学
研
究

報
告
』
五
、一
九
九
五
年
）、吉
海
直
人
「「
絵
図
屋
庄
八
」
追
考
」（
同

志
社
大
学
『
総
合
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
四
、
一
九
九
七
年
）、
鎌
田

道
隆
「
奈
良
大
仏
前
絵
図
屋
筒
井
家
の
名
所
記
・
案
内
図
の
歴
史
研

究
」（『
奈
良
大
学
総
合
研
究
所
特
別
研
究
成
果
報
告
書 

大
和
・
奈
良

地
域
の
観
光
に
関
す
る
学
術
研
究
―
伝
統
と
課
題
―
』
二
〇
〇
二
年
）、

森
田
憲
司
「
奈
良
大
学
所
蔵
の
奈
良
観
光
関
係
資
料
に
つ
い
て
―
江

戸
時
代
を
中
心
に
」（『
奈
良
大
学
総
合
研
究
所
特
別
研
究
成
果
報
告

書 

大
和
・
奈
良
地
域
の
観
光
に
関
す
る
学
術
研
究
―
伝
統
と
課
題
―
』

二
〇
〇
二
年
）、
前
掲
（
4
）
山
田
浩
之
論
文

（
8
）
宮
本
勉
「「
佐
藤
善
兵
衛
道
中
記
」
の
研
究
」（『
地
方
史
静
岡
』
一
六
、

一
九
八
八
年
）
九
三
頁
、
前
掲
（
4
）
山
田
浩
之
論
文
一
三
〜
一
四

頁

（
9
）
平
岡
定
海
著
『
東
大
寺
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
〇
年
）
二
八

九
頁
、「
こ
の
法
会
の
あ
い
だ
案
内
人
は
一
人
当
り
一
〇
〇
両
も
か
せ

い
だ
と
か
、
大
阪
よ
り
生
駒
山
を
越
え
て
闇
峠
を
す
ぎ
て
く
る
人
が

連
日
列
を
な
し
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
話
も
伝
わ
っ
て
い
る
」

（
10
）
前
掲
（
4
）
山
田
浩
之
論
文
一
三
頁

（
11
）「
大
仏
開
眼
會
」（
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
蔵
写
真
製
版
『
庁
中
漫
録 

玉
井
家
文
書
』
四
四
）

（
12
）「
和
州
志
」（
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
蔵
写
真
製
版
『
庁
中
漫
録 

玉
井

家
文
書
』
二
二
）

（
13
）
前
掲
（
4
）
吉
川
聡
子
「
近
世
奈
良
町
の
都
市
経
済
と
東
大
寺
復
興
」

五
九
〜
六
〇
頁
、
古
川
聡
子
「
近
世
奈
良
町
に
お
け
る
都
市
政
策
の

展
開
」
三
一
〜
三
三
頁

（
14
）『
川
路
聖
謨
文
書
』
四
（
日
本
史
籍
協
会
叢
書
六
一
、一
九
六
七
年
覆
刻
）

一
七
九
頁

（
15
）
大
宮
守
友
編
著
『
奈
良
奉
行
所
記
録
』（
清
文
堂
、
一
九
九
五
年
）
三

九
二
〜
三
九
三
頁

（
16
）「
奈
良
与
力
橋
本
家
律
令
雑
記
」（『
奈
良
市
歴
史
資
料
調
査
報
告
（
一



－ 67 －

七
）』、
二
〇
〇
一
年
）
三
七
頁

（
17
）「
永
代
帳
」（『
奈
良
市
古
文
書
調
査
報
告
書
（
一
〇
）』
一
九
九
四
年
）

八
八
頁

（
18
）
上
野
利
夫
「（
翻
刻
）
寛
政
九
年
の
道
中
日
記
『
上
方
一
見
手
引
帳
』

―
甲
州
舂
米
村
か
ら
上
方
へ
の
旅
―
」（『
天
理
参
考
館
報
』
一
五
、

二
〇
〇
二
年
）
二
〇
・
二
二
頁

（
19
）
今
井
金
吾
監
修
『
道
中
記
集
成
』
一
三
（
大
空
社
、
一
九
九
六
年
）

二
六
七
頁

（
20
）
今
井
金
吾
監
修
『
道
中
記
集
成
』
一
九
（
大
空
社
、
平
成
八
年
）
二

八
六
〜
二
九
四
頁
。『
七
ざ
い
所
道
し
る
べ
旅
行
便
覧
』
は
宝
暦
十
一

年
（
一
七
六
一
）
初
版
、『
道
中
記
集
成
』
に
は
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）

の
再
版
本
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）『
浪
華
組
道
中
記
』
天
保
十
年
版
（『
道
中
記
集
成
』
三
九
所
収
）
九
六
頁
、

『
浪
華
組
道
中
記
』
無
刊
記
（『
道
中
記
集
成
』
三
九
所
収
）
二
四
〇
頁
、

『
浪
花
講
道
中
記
』
天
保
八
年
版
（
奈
良
大
学
史
学
科
所
蔵
本
）、『
浪

華
講
道
中
記
』
弘
化
二
年
版
（
天
理
参
考
館
所
蔵
本
）

（
22
）
前
掲
（
19
）
二
六
七
頁

（
23
）
鎌
田
道
隆
氏
の
教
示
に
よ
る
と
、
法
隆
寺
で
は
一
山
に
関
係
な
く
案

内
人
が
活
動
し
、
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
例
が
法
隆
寺
の

記
録
類
に
あ
る
と
い
う
。

（
24
）『
町
田
市
史
』
上
巻
（
町
田
市
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
四
年
第
三
版
）

一
一
七
三
頁

（
25
）「
奈
良
曝
」（『
奈
良
市
史
編
集
審
議
会
会
報
』
一
、
一
九
六
三
年
）

六
七
頁
、「
奈
良
坊
目
拙
解
」（『
奈
良
市
史
編
集
審
議
会
会
報
』
一
、

一
九
六
三
年
）
二
九
頁

（
26
）
前
掲
（
4
）
山
田
浩
之
論
文
一
六
〜
一
七
頁
。
山
田
氏
は
『
町
田
市

史
』
所
収
の
史
料
に
つ
い
て
、「
案
内
人
の
初
期
の
形
と
考
え
て
も
良

い
か
も
し
れ
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
包
常
作
右
衛
門

に
つ
い
て
は
「
案
内
人
を
ま
と
め
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
述

べ
て
お
ら
れ
る
。

（
27
）
前
掲
（
20
）
二
九
七
頁

（
28
）
前
掲
（
21
）。
ま
た
、
明
治
期
の
例
で
は
あ
る
が
、
明
治
六
年
（
一

八
九
三
）
発
行
の
真
誠
講
定
宿
帳
に
も
、
小
刀
屋
善
助
を
定
宿
と
し
、

「
名
所
古
跡
多
シ
、宿
よ
り
御
案
内
可
仕
候
」
と
あ
る
（『
道
中
記
集
成
』

四
四
、
三
五
七
頁
）。

（
29
）
井
手
今
滋
編
・
辻
森
秀
英
増
補
『
新
修
橘
曙
覧
全
集
』（
桜
楓
社
、
一

九
八
三
年
）
二
一
八
頁

（
30
）『
二
戸
史
料
叢
書 

第
六
集 

旅
へ
の
い
ざ
な
い
―
伊
勢
参
宮
道
中
記
―
』

（
二
戸
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
三
年
）
五
九
〜
六
〇
頁

（
31
）『
川
路
聖
謨
文
書
』
五
（
日
本
史
籍
協
会
叢
書
六
二
、
一
九
八
四
年
覆

刻
再
刊
）
九
一
頁

（
32
）「
永
代
帳
」（『
奈
良
市
古
文
書
調
査
報
告
書
（
一
〇
）』
一
九
九
六
年
）

八
八
頁

（
33
）『
東
海
道
秋
葉
鳳
来
寺
伊
勢
参
宮
大
和
七
在
所
高
野
山
道
長
谷
南
都
越

定
宿
附
』（
奈
良
大
学
鎌
田
研
究
室
所
蔵
）

（
34
）『
東
海
道
秋
葉
鳳
来
寺
伊
勢
参
宮
大
和
七
在
所
高
野
山
道
月
本
南
都
越

定
宿
附
』（
奈
良
県
立
大
学
所
蔵
）

（
35
）「
い
せ
よ
り
大
坂
ま
で
道
中
筋
心
得
の
事
・
大
阪
迄
道
筋
心
得
書
」（
奈
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良
大
学
鎌
田
研
究
室
所
蔵
）

（
36
）
前
掲
（
34
）

（
37
）『
川
路
聖
謨
文
書
』
四
（
日
本
史
籍
協
会
叢
書
六
一
、一
九
六
七
年
覆
刻
）

一
七
九
頁

（
38
）
村
山 

磐
「
阿
部
家
伊
勢
参
宮
道
中
記
に
つ
い
て
―
寛
政
6
年
の
資
料
」

（『
東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
四
、
一
九
九
二
年
）

一
七
二
頁

（
39
）『
奈
良
名
所
子
供
案
内
』（
奈
良
大
学
図
書
館
所
蔵
本
、
な
お
、
弘
化

五
年
の
筆
写
本
で
あ
る
）、『
奈
良
史
学
』
一
九
（
奈
良
大
学
史
学
会
、

二
〇
〇
一
年
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。


